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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。

 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.city.koganei.lg.jp/
 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html 毎月１・15日発行
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主
な
内
容

◆健康ガイド
胃がん検診・肺がん検
診、退職後からの男の栄
養と料理　ほか …５面

◆福祉のひろば
災害時要配慮者名簿を更
新、ゲートキーパー養成
研修　ほか …４面

世
帯
と
人
口

２８.９.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ５８,７４４ （５３増） 男 ５８,９６１ （１０３増）
人　口 １１９,１４６ （１７２増） 女 ６０,１８５ （６９増）

◆催し
青少年のための科学の祭
典２０１６、若者による自主
講座　ほか …６～８面

◆お知らせ
災害時における緊急輸送業務の協力
に関する協定を締結、秋の全国交通
安全運動、こがねい未来通信、会議
室を一般開放　ほか …１～３面 ごみ減量・リサイクル特集（４ページ）は中面にあります

東京農工大東京農工大学学
小金井キャンパス小金井キャンパスでで総合防災訓総合防災訓練練

10月 ２ 日（ 日 ） 午前９時 ～ 1 1時 45 分

% %%%%%%%%%%%%%%%%%%

　

市
で
は
、　

月
２
日
（
日
）
に
、
総
合
防
災
訓

１０

練
を
東
京
農
工
大
学
で
実
施
し
ま
す
。
（
雨
天
の

場
合
は
規
模
を
縮
小
し
決
行
。
警
報
等
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
中
止
）

　

こ
の
訓
練
は
、
市
内
外
の
関
係
防
災
機
関
や
市

民
が
一
体
と
な
っ
て
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
域
ぐ
る
み
の
防
災

対
策
を
実
施
し
、
防
災
行
動
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た

め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
災
害
に
対
す
る
心
構
え

と
、
家
庭
で
の
防
災
対
策
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
で
も
防
災
対
策
や
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

訓
練
開
始
は
、
市
内　

か
所
の
防
災
行
政
無
線

５７

（
屋
外
放
送
無
線
）等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
、
市
の
訓
練
と
し
て
は
初
め

て
、
広
域
避
難
場
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
、
同

大
学
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
い
ま
す
。

　

市
と
同
大
学
は
、
昨
年
度
、
相
互
友
好
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
防
災
の
面
で
も
相
互
に
連
携
を

図
る
こ
と
か
ら
、
同
大
学
の
協
力
を
得
て
、
同
キ

ャ
ン
パ
ス
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
０
７
）

訓練の
想定

10月２日（日）午前９時に、多摩地方に震度６弱以上の
大地震が発生し、市南東部地域に大きな被害が発生

訓練時間・内容
内　　　容時　間

各家庭　防災行政無線等を合図に行動開
始渇防災対策について話し合い
渇シェイクアウト

９：００

終了１１：４５

各自で避難訓練

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

は
、
自
動
音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス

（
☎　

儿　

儿
９
９
０
０
）
で

０４２

３８７

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、　

月
１
日
か
ら
、
こ

１０

が
ね
い
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
お

よ
び
市
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
（h

ttp

 
   
 

s://tw
itter.co

m
/ko
gan
ei

      
        
 
   
   
  _  

to
k
y
o

  
 
 
 

）
で
も
放
送
内
容
の
配

信
を
開
始
し
ま
す
。
（
内
容
に

よ
り
、
一
部
を
改
変
ま
た
は
配

信
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

今
回
の
訓
練
開
始
（
中
止
）

の
お
知
ら
せ
も
配
信
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
こ
が
ね
い
安
全
・
安
心
メ
ー

ル
の
登
録
方
法
】

　

登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（co
co
@
req
.jp

  
  
 
   
   
）
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
、
返
信
さ
れ
る
メ

ー
ル
本
文
中
の
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
が
ね
い
安
全
・
安

心
メ
ー
ル
で
は
、
防
災
行
政
無

線
の
放
送
内
容
以
外
に
、
防
犯

関
連
情
報
や
生
活
の
安
全
に
関

す
る
情
報
等
も
配
信
さ
れ
ま

す
。

小 金 井 消 防 署
小 金 井 市 消 防 団
小 金 井 警 察 署
東京都水道局立川給水管理事務所
陸 上 自 衛 隊
東京電力パワーグリッド㈱武蔵野支社
東 京 ガ ス ㈱ 多 摩 支 店
Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 東 京 武 蔵 野 支 店
小 金 井 市 医 師 会
小 金 井 歯 科 医 師 会
小 金 井 市 薬 剤 師 会
小 金 井 市 整 復 師 会
小 金 井 市 獣 医 師 会
小 金 井 市 社 会 福 祉 協 議 会
小 金 井 市 赤 十 字 奉 仕 団
小 金 井 市 ス カ ウ ト 協 議 会
小 金 井 市 ア マ チ ュ ア 無 線 ク ラ ブ
東京消防庁災害時支援ボランティア
小 金 井 防 火 女 性 の 会
小金井市民生委員児童委員協議会
小 金 井 市 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー
障 害 者 就 労 支 援 セ ン タ ー
小 金 井 市 介 護 事 業 者 連 絡 会
小 金 井 市 自 主 防 災 組 織
町会・自治会（市南東部地域）等

訓 練 実 施 機 関 等
防
災
行
政
無
線
の

放
送
内
容
は

メ

ー

ル

や

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も

確
認
で
き
ま
す

東小金井駅東小金井駅

く
り
や
ま
通
り

く
り
や
ま
通
り

連雀通り

農工大通り

緑
中
央
通
り

緑
中
央
通
り

中
山
谷
通
り

地蔵通り

東京農工大学
小金井キャンパス

 

渇初期消火訓練（水消火器・可搬ポンプ）
渇救出救助訓練（救助器具取扱）
渇煙体験訓練
渇応急救護訓練（AED・包帯法取扱）など
※　上履き持参、防災スタンプラリー実
施（景品あり）

 

体験訓練'
)

(
*

++++
++++

消防活動実動訓練'
)

(
*

+++++++
+++++++

９：３０

１１：１０

一時集合場所９：１０

地域の方

 　

午
前
９
時
の
防
災
行
政
無
線
を
合
図

に
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
へ
の
参
加
や
、
水

の 
汲 
み
置
き
、
食
料
や
医
薬
品
等
の
備

く

蓄
、
非
常
時
の
連
絡
手
段
・
集
合
場
所
な

ど
、
日
常
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
家
族
で

話
し
合
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 　

午
前
９
時
の
防
災
行
政
無
線
を
合
図

に
、
地
域
で
定
め
ら
れ
た 
一  
時 
集
合
場
所

い
っ 
と
き

に
い
っ
た
ん
集
ま
っ
た
方
は
東
京
農
工
大

学
へ
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
あ
と
、
同

大
学
に
直
接
集
ま
っ
た
方
は
そ
の
ま
ま
、

体
験
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

体
験
訓
練
終
了
後
、
関
係
防
災
機
関
が

連
携
し
た
消
防
活
動
実
動
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

家
庭
で
の
訓
練

会
場
で
の
訓
練

　

こ
の
ほ
か
、
各
機
関
に
よ
る
地
震
時
の

広
報
展
示
が
あ
り
ま
す
。

訓
練
時
間
・
内
容　

左
図
の
と
お
り

　訓練会場
での防災訓

練とは異なり、それぞれの場所でそれぞれの人が
一斉に「まず低く、頭を守り、動かない」等の安
全確保行動を行う防災訓練です。地震が起きたと
きは、まず身の安全を守ることが大事です。いざ
というときの
ため、この機
会にご参加く
ださい。

シェイクアウトとは

　総合防災訓練当日、訓練会
場内に無線局を設置し情報伝
達通信訓練を行います。
　また、電波伝搬状況を把握

するため、市内のアマチュア局との交信を予定していますので、
各局のご参加をお願いします。
　なお、周波数は４３８メガヘルツ帯、電波型式はＦ３Ｅを予定して
います。

小金井市アマチュア無
線クラブ（JJ1YEA）
からお知らせ

避難訓練
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間
も
な
く
、
文
化
、
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
、
食
欲
、
読
書
等
の

秋
を
迎
え
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
今
秋
が
有
意
義
な

季
節
に
な
り
ま
す
よ
う
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
市
民
活
動
と
連
携
し

た
文
化
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
推

進
、
読
書
の
勧
め
や
食
育
に
も

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
閉
幕
し
た
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
連
日
、
熱
戦
や
ド
ラ

マ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
私

も
、
日
本
選
手
団
や
世
界
各
国

の
選
手
、
初
め
て
結
成
さ
れ
た

難
民
選
手
団
の
活
躍
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
等
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
感

動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
手

の
皆
さ
ん
の
強
い
意
志
や
最
高

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
選
手
を

支
え
て
い
る
多
く
の
方
々
の
努

力
や
ド
ラ
マ
へ
の
感
動
か
ら
多

く
の
方
が
勇
気
や
元
気
を
も
ら

っ
た
大
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
次
は
い
よ
い
よ
「
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
と
い
う
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
大
半
の
日
本

代
表
選
手
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス

ル
、
ゴ
ー
ル
や
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

も
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
ス

タ
ー
ト
な
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。「
リ
オ
の
ゴ
ー
ル
は
東
京
へ

の
ス
タ
ー
ト
地
点
」で
す
。
市

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
ゆ
か
り

の
選
手
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
つ

つ
、
２
０
２
０
年
に
向
け
た
小

金
井
市
ら
し
い
取
り
組
み
を
検

討
し
、実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

９
月
５
日
に
、
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
た
鈴
木
選
手
、
関
根
選

手
、
谷
口
選
手
、
日
本
郵
政
陸

上
部
の
髙
橋
監
督
を
お
招
き
し

て
の
報
告
会
を
開
催
し
、
貴
重

な
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
通
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気

運
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

開
催
中
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、

小
金
井
市
在
勤
の
吉
田
信
一
選

手
（
情
報
通
信
研
究
機
構
＝
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
が
車
い
す
卓
球
に
挑

ん
で
い
ま
す
。
市
内
の
子
ど
も

達
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
た
寄

せ
書
き
に
、
私
は
「
夢
に
向
か

っ
て
ス
マ
ッ
シ
ュ
！
み
ん
な
で

応
援
し
て
い
ま
す
！
」
と
書
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
こ
の
コ
ラ

ム
を
読
ん
で
い
る
と
き
に
は
、

も
う
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
出
身
地
で
あ
る

被
災
地
福
島
の
た
め
に
も
「
金

メ
ダ
ル
を
め
ざ
す
」
吉
田
選
手

が
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

小
金
井
市
長

こ
が
ね
い
未
来
通
信

こ
が
ね
い
未
来
通
信
3

 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（要事前申込）
問合先内　容ところと　き名　称

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

公立園の現状確認と保護者が求
める事業について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

９月２４日（土）
１５：３０〜公立保育園運営協議会（※）

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８２６）行財政改革の推進について前原暫定集会施

設２階Ｃ会議室
９月２９日（木）
１８：３０〜第８回行財政改革市民会議

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

まち・ひと・しごと創生総合戦
略施策の効果検証等

市役所第二庁舎
６階６０１会議室

１０月３日（月）
１８：３０〜

第３回まち・ひと・しごと創
生総合戦略推進委員会

企画政策課
男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）

（仮称）第５次男女共同参画行動
計画の策定について、男女共同
参画施策の推進について

前原暫定集会施
設２階Ｂ会議室

１０月６日（木）
１５：００〜男女平等推進審議会（※）

　

９
月　

日
か
ら
、
秋
の
全
国
交

２１

通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
安
全
の
普

及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
交

通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
テ
ー
マ　

子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止

重
点
事
項

▽　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽　

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

▽　

飲
酒
運
転
の
根
絶

▽　

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

▽　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止
（
特
に
、
反
射
材
用
品

等
の
着
用
の
推
進
お
よ
び
自
転

車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

【
自
転
車
の
安
全
利
用
五
則
】

１　

自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

２　

車
道
は
左
側
を
通
行

３　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

４　

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

▽　

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・

並
進
の
禁
止

　

▽　

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　

▽　

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と

一
時
停
止
・
安
全
確
認

５　

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

記
録
の
残
る
昭
和　

年
以
降
、

４３

毎
日
、
国
内
で
交
通
事
故
に
よ
る

犠
牲
者
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
交
通
安
全
に
関
す
る

国
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
９

月　

日
を
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

３０
目
指
す
日
」
と
し
ま
し
た
。

問
合
先　

小
金
井
警
察
署
（
☎　
０４２

儿　

儿
０
１
１
０
）
、
市
交
通
対

３８１
策
課
交
通
対
策
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
５
０
）

や
さ
し
さ
が　
走
る
こ
の
街　
こ
の
道
路

９
月　

日（
水
）～　

日（
金
）

２１

３０

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動動

　

市
で
は
、
地
域
内
輸
送
拠
点
や

備
蓄
倉
庫
等
か
ら
各
避
難
所
等
へ

の
物
資
配
布
の
方
法
の
確
立
、
輸

送
体
制
の
整
備
を
進
め
、
災
害
発

生
時
に
お
け
る
円
滑
な
物
資
輸
送

を
可
能
と
す
る
体
制
の
構
築
を
図

る
た
め
、
一
般
社
団
法
人
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協
会
多
摩
支
部
と
、「
災

害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
業
務
の

協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
、
８
月

　

日
に
締
結
し
ま
し
た
。

１５
　

こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
市

内
等
に
お
い
て
大
規
模
な
地
震
災

害
、
風
水
害
そ
の
他
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
も
、
同
協
会
の
協

力
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時

の
円
滑
な
業
務
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

 　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴

い
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
消
費
生
活
審
議
会
委
員
〉

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
消

費
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た

め
、
消
費
者
委
員
２
人
以
内
、
商

工
業
者
委
員
２
人
以
内
、
農
業
者

委
員
１
人
以
内
、
学
識
経
験
者
５

人
以
内
で
組
織
す
る
消
費
生
活
審

議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　

２
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
平
成　

年　

月　

日
現
在

２８

１０

２９

　

歳
以
上
の
方

１８委
嘱
期
間　
　

月　

日
～
平
成　

１０

２９

３０

委
員
募
集

年　

月　

日

１０

２８

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

い
た
だ
い
た
論
文
は
、
返
却
し
ま

せ
ん
。

応
募
方
法　
　

月
７
日
（
消
印
有

１０

効
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

論
文
（
千
字
以
内
・
課
題
＝
「
小

金
井
市
の
消
費
生
活
向
上
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
」
）・
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
経
済
課
へ
。

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
１
）

〈
緑
地
保
全
対
策 

審
議
会
委
員
〉

　

市
で
は
、
緑
地
の
保
全
に
関
す

る
重
要
な
事
項
を
調
査
・
審
議
す

る
た
め
、
緑
地
保
全
対
策
審
議
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　

４
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
平
成　

年
９
月　

日
現
在

２８

１５

　

歳
以
上
の
方

１８委
嘱
期
間　

委
嘱
日
～
平
成　

年
３１

２
月
（
予
定
）

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

い
た
だ
い
た
論
文
は
、
選
考
後
返

却
し
ま
す
。

応
募
方
法　
　

月　

日
（
消
印
有

１０

１３

効
）
ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
小
論
文
（　

字
以

８００

内
・
課
題
＝
「
み
ど
り
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
市
と
市
民
が
で

き
る
こ
と
」
）・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業

等
を
明
記
し
、
環
境
政
策
課
へ
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
緑
と
公
園

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
０ 
　

儿　

儿
６

３８７

０４２

３８３

FAX

５
７
７
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
、
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

そ
の
他　

▽
す
で
に
市
が
設
置
し

て
い
る
附
属
機
関
等
の
委
員
の
方

は
、
原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か

他
の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附
属

機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ
に
限

り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
▽

市
の
関
係
者
を
除
く
。

※　

開
催
頻
度
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
、
毎
年
１
月
１
日
を
賦
課
期
日

と
定
め
、
こ
の
賦
課
期
日
現
在
の

土
地
の
現
況
に
応
じ
て
課
税
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も　

～　

月
に
、
畑
、
宅

１０

１２

地
な
ど
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
判

定
す
る
た
め
、
市
の
職
員
（
固
定

資
産
評
価
補
助
員
）
が
現
況
調
査

を
行
い
ま
す
。

　

調
査
期
間
中
、
職
員
が
敷
地
内

に
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
職
員
は
必
ず
職
員
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

資
産
税
課
土
地
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

 　

弁
護
士
会
多
摩
支
部
・
法
テ
ラ

ス
多
摩
共
催
の
弁
護
士
に
よ
る
法

律
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

土
地
現
況
調
査
に

ご
協
力
を

ご
相
談
く
だ
さ
い

法
律
巡
回
相
談

と　

き　
　

月　

日
（
月
）
午
後

１０

２４

１
時　

分
～
４
時　

分

３０

４０

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階

市
民
相
談
室

定　

員　

５
人
（
申
込
順
。
１
人

　

分
）

３０申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
直
接
、
広
報
秘
書
課
広
聴

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
１
８
）
へ
。

３８７

 　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ

い
て
、
同
組
合
の
事
業
計
画
の
変

更
が
、
９
月
７
日
付
け
で
都
知
事

か
ら
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
当
該
事
業
計
画

の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
を
縦
覧

し
て
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

同
組
合
設
立
認
可
取

消
し
、
解
散
ま
た
は
建
築
工
事
完

了
の
公
告
の
日
ま
で

縦
覧
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
）

〈
権
利
変
換
計
画
の
縦
覧
〉

　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区

市
街
地
再
開
発
組
合
で
は
、
当
該

事
業
に
係
る
権
利
変
換
計
画
の
縦

覧
を
実
施
予
定
で
す
。

　

施
行
地
区
内
の
土
地
ま
た
は
土

地
に
定
着
す
る
物
件
に
関
し
権
利

を
有
す
る
方
は
当
該
縦
覧
期
間
内

に
、同
組
合
に
対
し
、意
見
書
を
提

出
で
き
ま
す
。
提
出
方
法
等
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間　

９
月　

日
～　

月
６

２３

１０

日縦
覧
場
所　

同
組
合
（
本
町
６
儿

９
儿　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
会
館
３
階
）

３５們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま

ち
づ
く
り
係
（
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

６
２
）
、
権
利
変
換
計
画
の
縦
覧

に
つ
い
て
＝
同
組
合
（
☎　

儿　
０４２

３１６

儿
４
７
１
１
）

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２

地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
、

権
利
変
換
計
画
の
縦
覧

 　

市
で
は
、
次
の
都
市
計
画
を
変

更
し
ま
し
た
の
で
、
関
係
図
書
の

縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
都
市
計
画　

ご
み
焼
却
場
二

枚
橋
衛
生
組
合
ご
み
焼
却
場

縦
覧
場
所
・
問
合
先　

都
市
計
画

課
都
市
計
画
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
５
階
☎　

儿　

儿
９
８
５
９
）

０４２

３８７

 
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
７
月
分

【
一
般
寄
附
】

▽
千　

円
＝
匿
名

５００
都
市
計
画
図
書
の
縦
覧

善善
意意
のの

輪輪

災
害
時
に
お
け

災
害
時
に
お
け
るる

緊
急
輸
送
業
務

緊
急
輸
送
業
務
のの

協
力
に
関
す
る

協
力
に
関
す
る
協協

定
を
締

定
を
締
結結
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子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

表１　健診項目一覧
後期高齢者医療健診の健診項目

【基本的な健診項目】
▷　質問事項（問診票）
▷　身体計測（身長、体重、BMI、腹囲）
▷　身体診察、血圧測定
▷　血液検査（中性脂肪、HDLコレステ
ロール、LDLコレステロール）

▷　肝機能検査（GOT、GPT、γ-GTP）
▷　血 糖 検 査（空 腹 時 血 糖 お よ び
HbA1C）

▷　尿検査（尿糖、尿 蛋  白 ）
たん ぱく

フォロー健診（独自健診）の健診項目
【内科項目】
▷　胸部レントゲン　▷　心電図検査
▷　生化学検査（尿酸、クレアチニン）
▷　血液検査（白血球、赤血球、血色素、
ヘマトクリット）

【眼科項目】
内科健診の結果、医師の判断により実施
▷　眼底検査、眼底撮影、視力検査、眼圧
測定

表２　健診契約医療機関一覧
電話番号医療機関名町　名

０４２２−３１−１２３１武蔵野中央病院

東　町

０４２２−３１−１２２０菊地脳神経外科・整形外科
０４２−３８０−９０８０新こがねい呼吸器内科
０４２−３８４−０８４７松本内科医院
０４２−３８０−５５１０さいとう医院
０４２−３８１−３１２２篠田医院
０４２−３８２−３８８８東小金井さくらクニリック
０４２−３８２−１７１５うちやまクリニック
０４２２−５６−８６３０東小金井クリニック

梶野町
０４２−３８３−２０７８久滋医院
０４２２−５３−５６６６くろだ内科医院
０４２−３８５−２２７２大見医院
０４２−４０１−２３５３ひがこ北口内科クリニック
０４２−４０１−１８６０かわべ内科クリニック

緑　町 ０４２−３８４−５４２１待山医院
０４２−３８１−１４６２山﨑内科医院
０４２−３８６−３３８６石川クリニック

中　町 ０４２−３８１−２２１９宮本内科医院
０４２−３８１−８４３３小沢医院
０４２−３８１−１７０２前原診療所

前原町 ０４２−３８１−０９８７野村医院
０４２−３８４−３７７７クリニック西のくぼ
０４２−３８１−１１１２和田クリニック

本　町

０４２−３８３−５５１１小金井太陽病院
０４２−３８１−２０８０佐藤クリニック
０４２−３８２−９１１１むさし小金井診療所
０４２−３８７−１６０３はぎクリニック
０４２−３８１−２６０６浅沼整形外科
０４２−３８３−２２３２丸茂医院
０４２−３８１−３３４６小松外科胃腸科
０４２−３８５−７１０１友利内科クリニック
０４２−３８４−１２１２清水医院
０４２−３８４−３４６１竹馬ビルクリニック
０４２−３８３−７１４９小金井あおばクリニック
０４２−３８４−００８０武蔵小金井クリニック
０４２−３８４−３８８１加藤内科
０４２−４０１−６１５７ひらた循環器クリニック
０４２−３８３−５１１１共立診療所
０４２−３８６−３７３７小金井つるかめクリニック
０４２−３８３−４１１１桜町病院桜　町 ０４２−３８２−５１０１小金井橋さくらクリニック
０４２−３８６−７２８８くろだ内科クリニック貫井北町
０４２−３８１−６７６８若松医院貫井南町 ０４２−３８１−６６２７竹田内科クリニック

歳
以
上
の
方
等
の
後
期
高
齢

　

歳
以
上
の
方
等
の
後
期
高
齢
者者

７５７５

医
療
健
診
等
を
実

医
療
健
診
等
を
実
施施

　

９
月　

日
（
木
）
か
ら
、　

歳

１５

７５

以
上
の
方
等
の
後
期
高
齢
者
医
療

健
診
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

健
診
項
目
は
表
１
の
と
お
り
で

す
。

　

受
診
期
間
は
９
月　

日
～
平
成

１５

　

年
１
月　

日
で
す
。
受
診
に
必

２９

３１

要
な
受
診
券
、
結
果
通
知
票
、
健

診
の
手
引
等
は
、
す
で
に
発
送
し

ま
し
た
。

 　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

の
方
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見

が
目
的
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
健
診

　

対
象
は
、
平
成　

年
度
中
に　

２８

７５

歳
以
上
に
な
る
方
等
で
す
。
（
６

か
月
以
上
の
長
期
入
院
、
老
人
施

設
等
に
入
所
中
の
方
を
除
く
）

　

ま
た
、
同
じ
年
度
内
に
同
健
診

を
受
け
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
高
齢
者
医

療
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

 　

後
期
高
齢
者
医
療
健
診
の
上
乗

せ
項
目
と
し
て
、希
望
者
に
対
し
、

フ
ォ
ロ
ー
健
診

（
独
自
健
康
診
査
）

フ
ォ
ロ
ー
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
健
診
は
、
加

入
し
て
い
る
保
険
の
種
類
に
限
ら

ず
、市
民
の
方
が
受
診
で
き
ま
す
。

　

ご
加
入
の
保
険
の
特
定
健
診
が

表
２
の
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

場
合
、
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

　

表
２
の
医
療
機
関
で
受
診
で
き

な
い
場
合
は
、
特
定
健
診
受
診

後
、
そ
の
結
果
を
持
参
し
、
表
２

の
医
療
機
関
で
フ
ォ
ロ
ー
健
診
を

受
診
で
き
ま
す
。

問
合
先　

健
康
課
健
康
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
１
２
４
０
）

３２１

出
店
数　
　

店
（
多
数
抽
選
）

２００

出
店
料　

１
区
画（
２
㍍
×
３
㍍
）

千
円
（
個
人
等
は
１
区
画
、
福
祉

団
体
は
２
区
画
ま
で
）

※　

車
で
来
場
す
る
場
合
は
、
別

途
駐
車
料
が
必
要
で
す
。

取
扱
品
目　

衣
類
、
文
具
、
が
ん

具
、
本
、
生
活
雑
貨
等
（
手
作
り

品
、
び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

合
成
洗
剤
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
等
使
用

製
品
、刃
物
等
の
危
険
物
は
不
可
）

申　

込　

９
月　

日
（
消
印
有

３０

効
）
ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
代
表

者
１
人
）・
電
話
番
号
・
取
扱
品

目
・
福
祉
団
体
は
区
画
数
を
明
記

し
、
ご
み
対
策
課
清
掃
係
（
〒　
１８４

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
５
）
へ
。

 　

家
具
類
、
食
器
類
な
ど
を
展
示

価
格
の　

％
引
き
、
自
転
車
を　

３０

５００

円
引
き
で
販
売
す
る
セ
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
日
）
午
前

２５

９
時
～
午
後
４
時

問
合
先　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

（
☎　

儿　

儿
７
７
７
１
）

０４２

３８２

 
〈
エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室
〉　

　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
、　

１０

１３

２７

日
（
木
）
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

対　

象　

４
～
５
か
月
児
と
保
護

者申
込
方
法　
　

月　

日
ま
で
に
、

１０

１２

電
話
ま
た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

〈
カ
ル
ガ
モ
教
室
〉

　

親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
や
親
同

士
の
交
流
を
通
じ
、
子
ど
も
へ
の

か
か
わ
り
方
を
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
、　

月　

１０

２６

１１

３０

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

感
謝
セ
ー
ル

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

日
、　

月　

日
、
い
ず
れ
も
水
曜

１２

２１

日
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

対　

象　

平
成　

年
８
月
～　

月

２７

１２

生
ま
れ
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
多
数
抽
選
）

１４

申
込
方
法　
　

月
１
日
ま
で
に
、

１０

電
話
ま
た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１
４
１
＝

０４２

３２１

月
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

 
〈
け
や
き
保
育
園 

な
の
は
な
ひ
ろ
ば
〉

と　

き　

９
月　

日
（
火
）
午
前

２７

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

内　

容　

電
車
が
見
え
る
屋
上
園

庭
で
遊
び
ま
す
。
（
雨
天
時
は
ボ

ー
ル
プ
ー
ル
）

対　

象　

１
・
２
歳
児
と
保
護
者

申
込
方
法　

当
日
直
接
同
保
育
園

へ
。

問
合
先　

同
保
育
園
（
☎
０
４
２

２
儿　

儿
０
７
７
０
）

６０

〈
く
り
の
み
保
育
園 

保
育
園
の
給
食
を
試
食 

し
て
み
ま
せ
ん
か
〉

と　

き　
　

月
５
日
（
水
）
午
前

１０

　

時　

分
～　

時　

分

１０

１５

１１

３０

対　

象　

１
歳
６
か
月
以
上
の
未

就
学
児
と
保
護
者

定　

員　

７
組
（
申
込
順
）

費　

用　
　

円
（
１
食
分
を
親
子

２６０

で
試
食
）

そ
の
他　

宗
教
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー

食
等
の
配
慮
食
は
で
き
ま
せ
ん
。

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
同
保
育
園
（
☎　

儿　

儿
１
１

０４２

３８３

８
０
）
へ
。

〈
さ
く
ら
保
育
園 

離
乳
食
相
談
〉

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
前

１０

１２

　

時　

分
～　

時

１０

３０

１１

対　

象　

お
お
む
ね
６
か
月
～
１

市
立
保
育
園
の
イ
ベ
ン
ト

歳
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定　

員　

５
組
（
申
込
順
）

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
同
保
育
園
（
☎　

儿　

儿
１
１

０４２

３８３

８
２
）
へ
。

 
〈
復
職
体
験
会
〉

　

園
内
見
学
や
保
育
体
験
、
職
員

と
の
懇
談
や
給
食
の
試
食
等
、
保

育
の
現
場
を
体
験
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お

り
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
～
正
午

１０

 
定　

員　

各
回
２
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

無
料
（
給
食
の
試
食
は

実
費
）

申
込
方
法　

９
月　

日
～
各
開
催

１５

日
の
前
日
に
、
電
話
で
各
保
育
園

へ
。

〈
お
し
ご
と
相
談
会
〉

　

現
場
復
帰
に
向
け
た
個
別
の
就

職
相
談
に
加
え
、
現
在
の
保
育
現

場
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま

す
。

と　

き　
　

月
１
日
（
土
）
午
後

１０

保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教
諭

免
許
を
お
持
ち
の
方
へ

復
職
体
験
会
・
お
し
ご
と

相
談
会
を
開
催

ところと　き

くりのみ保育園（☎０４２−３８３−１１８０）９／２３（金）、１０／１２（水）、
１１／８（火）

わかたけ保育園（☎０４２−３８３−１１８１）９／２６（月）、１０／１３（木）、
１１／１８（金）

小金井保育園（☎０４２−３８１−２２３７）９／２６（月）、１０／１９（水）、
１１／８（火）

さくら保育園（☎０４２−３８３−１１８２）９／２６（月）、１０／１８（火）、
１１／９（水）

けやき保育園（☎０４２２−６０−０７７０）９／２６（月）、１０／１７（月）、
１１／２５（金）

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

け
や
き
保
育
園

申
込
方
法　

９
月　

日
～　

日

１５

３０

に
、
電
話
で
同
保
育
園
（
☎
０
４

２
２
儿　

儿
０
７
７
０
）
へ
。

６０
們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

保
育
課
保
育
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
４
６
）

３８７

 　

９
月
期
分
＝
４
～
９
月
分

振
込
日　

９
月　

日
（
金
）

３０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
こ
と
が
あ

市
愛
育
手
当
の
支
給

り
ま
す
。

　

次
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
▽
振
込
日
以
降
、
７
日
を
過

ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な
い
場
合　

▽
指
定
口
座
を
変
更
し
た
場
合

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 　

乳
幼
児
医
療
証
・
義
務
教
育
就

学
児
医
療
証
を
更
新
し
、
新
し
い

医
療
証
（
若
草
色
）
を　

月
１
日

１０

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
証
・

義
務
教
育
就
学
児
医
療
証

を
更
新

　

医
療
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

古
い
医
療
証
（
淡
い
オ
レ
ン
ジ

色
）
は
、　

月
１
日
以
降
使
用
で

１０

き
ま
せ
ん
。
直
接
、
子
育
て
支
援

課
の
回
収
箱
ま
た
は
郵
送
で
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
制
限
超
過
等
で
消

滅
に
な
っ
た
方
に
は
、
医
療
費
助

成
受
給
資
格
消
滅
通
知
書
を　

月
１０

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
９
）

３８７

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
移
転

先
施
設
の
会
議
室
を
同
協
議
会
が

使
用
す
る
時
間
以
外
で
、
市
民
の

方
に
一
般
開
放
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
開
始
日　
　

月
３
日
（
月
）

１０

利
用
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

本
町
５
儿　

儿　
３６

１７

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

 
期　

間　

９
月　

日
（
祝
）
～　

１９

１０

月
６
日
（
木
）

そ
の
他　

次
回
企
画
展
は
、　

月
１０

７
日
（
金
）
～　

月　

日
（
日
）

１２

１８

に
開
催
し
ま
す
。

問
合
先　

同
美
術
館
（
☎　

儿　
０４２

３８４

儿
９
８
０
０
＝
月
曜
日
を
除
く
午

前　

時
～
午
後
５
時
）

１０

 　

市
報
６
月
１
日
号
等
で
第　

回
１４

小
金
井
市
環
境
賞
の
候
補
者
を
募

集
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
推
薦

が
な
か
っ
た
た
め
、
表
彰
を
実
施

し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
来

年
度
も
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
応
募
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係　

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 　
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

１０

１５

１０

午
後
４
時
に
都
立
小
金
井
公
園
い

こ
い
の
広
場
で
開
催
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
個

人
、
団
体
の
方
（
業
者
不
可
）

市
立
は
け
の
森
美
術
館

展
示
替
え
に
よ
る
臨
時
休
館

第　

回
小
金
井
市
環
境
賞

１４
募
集
結
果

第　

回
小
金
井
公
園

５０
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

会
議
室
を

一
般
開
放
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月
の
じ
ど
う
か
ん

月
の
じ
ど
う
か
ん

月
の
じ
ど
う
か
ん

1010
　

こ
こ
に
記
載
の
な
い
行
事
や
各

行
事
の
詳
細
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
公
立

小
・
中
学
校
に
配
布
し
て
い
る

「
毎
月
の
た
よ
り
」
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
各
館
共
通

 

＝
未
就
学
児
対
象
（
保
護
者
同

伴
）

 

＝
小
学
生
対
象

 

＝
中
学
生
対
象

 

＝
高
校
生
世
代
対
象

◎
共
通
休
館
日

　

日
曜
日
、　

日
（
祝
）
、　

日

１０

３１

（
月
）

今
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院　

東
児
童

館
＝
５
日
（
水
）
。
緑
児
童
館
＝

　

日
（
火
）
。
貫
井
南
児
童
館
＝

１１
　

日
（
水
）
。
い
ず
れ
も
午
前　

１９

１０

時
～
午
後
１
時
、
１
件　

円
１００

 乳
幼
児
の
つ
ど
い 
　

毎
週
月
曜

日
は
０
～
２
歳
児
交
流
会
。
毎
週

水
曜
日
は
１
歳
児
交
流
会
。　

日
２６

は
誕
生
日
会
。
毎
週
木
曜
日
は
０

歳
児
交
流
会
。　

日
は
ベ
ビ
ー
タ

１３

ッ
チ
セ
ラ
ピ
ー
、
タ
オ
ル
持
参
。

　

日
は
誕
生
日
会
。　

日
は
栄
養

２０

２７

士
・
保
育
士
の
相
談
会
。
い
ず
れ

も
午
前　

時
～
午
後
２
時
。
交
流

１０

会
は
正
午
ま
で

縁
日
で
も
ご
き
げ
ん
よ
う
劇
場
！

大
き
な
絵
本
の
読
み
聞
か
せ 
 

８
日
（
土
）
午
前　

時
か
ら

１１

 常
設
子
育
て
ひ
ろ
ば 
　

月
曜
～

土
曜
日
午
前　

時
～
午
後
４
時
。

１０

３
日
（
月
）
は
誕
生
日
会
、
会
食

参
加
費　

円
。
６
日
（
木
）
は
お

７０

□未□小□中□高

□未

□未
□小

□未

は
な
し
会
。　

日
（
月
）
は
出
張

１７

ひ
ろ
ば
、
栗
山
公
園
、
雨
天
中
止
。

　

日
（
月
）は
工
作
。　

日
（
火
）

１７

１８

は
手
遊
び
。　

日
（
金
）は
茶
房
、

２８

　

円
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
か

３０

１１

ら
。
７
日
（
金
）は
リ
サ
イ
ク
ル
。

８
日
（
土
）
は
お
と
う
さ
ん
も
い

っ
し
ょ
。　

日
（
月
）
は
リ
ズ
ム

２４

遊
び
。
い
ず
れ
も
午
前　

時　

分

１０

３０

か
ら
。　

日
（
水
）
午
前　

時
か

１２

１０

ら
は
名
札
講
習
会
、　

人
（
多
数

１０

抽
選
）
、
保
育
あ
り
、
９
月　

日
２９

ま
で
に
申
し
込
み
（
電
話
可
）

赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う 
 
　

８
日

（
土
）午
前　

時
か
ら
、
中
・
高
校

１０

生
世
代
、　

人
（
申
込
順
）、
９
月

１５

　

日
か
ら
申
し
込
み
（
電
話
可
）

２０お
は
な
し
会 
 
　
　

日
（
木
）

２７

午
後
３
時　

分
か
ら

３０

専
門
相
談
事
業　

８
日
（
土
）
午

前　

時
～
午
後
２
時
、
子
育
て
相

１０
談
。　

日
（
火
）
午
前　

時
～
午

１８

１０

後
１
時
、
思
春
期
相
談
。
い
ず
れ

も
随
時
受
付

中
高
生
世
代
あ
つ
ま
れ　

「
ぷ
れ

！！

い
す
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｊ
Ｉ
」 
 
　

毎

週
水
曜
日
午
後
６
時
～
８
時
。　
１９

日
は
ひ
が
じ
食
堂
②
、
ギ
ョ
ー

ザ
、　

円
１００

 乳
幼
児
の
つ
ど
い 
　

３
日

（
月
）、　

日
（
月
）
は
１
歳
児
交

１７

流
会
。
毎
週
水
曜
日
は
０
歳
児
交

流
会
、　

日
は
離
乳
食
講
習
会
、

２６

け
ん
ち
ん
汁
、　

人
（
申
込
順
）、

１０

　

円
、
９
月　

日
か
ら
申
し
込
み

１００

１６

（
電
話
可
）。
毎
週
木
曜
日
は
０
～

２
歳
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、　

日
２０

は
誕
生
日
会
と
昼
食
会
、
煮
込
み

う
ど
ん
、
刻
み
野
菜
、
ゆ
で
う
ど

ん
１
玉
、
親
子
分
の
食
器
、　

円
１００

を
午
前　

時
ま
で
に
持
参
。
い
ず

１１

れ
も
午
前　

時　

分
～
午
後
２
時

１０

３０

ス
マ
イ
ル
・
ク
ッ
キ
ン
グ 
　
　
１３

日
（
木
）
午
後
３
時
か
ら
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ス
ウ
ィ
ー
ト
ポ
テ
ト
作

り
、
幼
稚
園
世
代
、　

人
（
多
数

１０

抽
選
）
、　

円
、　

月
５
日
ま
で

１５０

１０
□中
□高

□未
□小

□中
□高

□未
□未

に
申
し
込
み
（
電
話
可
）

中
・
高
校
生
世
代
の
ス
ペ
ー
ス
＠

ヌ
ク
イ 
 
　
　

日
（
金
）
、　

１４

２８

日
（
金
）
午
後
４
時
～
８
時
、
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。　

日
は
卓
球
大

１４

会
、　

日
は
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
大

２８

会
、
い
ず
れ
も
午
後
６
時
～
７
時

　

分
３０バ

ン
ド
ス
タ
ジ
オ
貸
出 
 
　

グ

ル
ー
プ
、
個
人
い
ず
れ
も
可
、
要

事
前
申
込
（
電
話
可
）

 ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
（
乳
幼
児
の
つ

ど
い
） 
　

毎
週
月
曜
～
金
曜
日

午
前　

時
～
午
後
３
時
。
乳
幼
児

１０

と
保
護
者
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。

毎
週
水
曜
日
は
１
歳
児
以
上
あ
そ

ぼ
う
よ
。　

日
は
食
育
相
談
会
。

１２

　

日
は
ア
イ
テ
ム
交
換
会
。　

日

１９

２６

は
誕
生
日
会
、
午
前　

時　

分
か

１１

３０

ら
。
毎
週
木
曜
日
は
０
歳
児
ひ
よ

こ
。
６
日
は
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
セ
ラ
ピ

ー
、　

人
（
申
込
順
）
、
９
月　

１５

１５

日
か
ら
申
し
込
み
（
電
話
可
）
。

　

日
は
離
乳
食
講
習
会
、　

人

１３

１０

（
申
込
順
）
、　

円
、
９
月　

日

１００

１５

か
ら
申
し
込
み
（
電
話
可
）
。
い

ず
れ
も
午
前　

時
か
ら
正
午

１０

パ
パ
も
お
い
で
よ 
　
　

日
２２

（
土
）
午
前　

時
～
正
午

１０

あ
つ
ま
れ
み
ど
り
っ
子 
　
　

日
２０

（
木
）
午
後
３
時　

分
か
ら
、
ハ

３０

ロ
ウ
ィ
ン
の
衣
装
作
り
、
幼
稚
園

世
代
、　

人
（
申
込
順
）
、
９
月

２０

　

日
か
ら
申
し
込
み
（
電
話
可
）

２０ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ラ
ブ 
 
　
　

日
２４

（
月
）
午
後
３
時　

分
か
ら
、
ハ

３０

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
、
３
歳
～

小
学
校
３
年
生
、　

人
（
申
込

３０

順
）、　

円
、
９
月　

日
か
ら
申
し

１００

２０

込
み
（
電
話
可
）

□中
□高

□中
□高

□未

□未□未
□未
□小

　

市
で
は
、
災
害
に
備
え
て　

歳
７５

以
上
の
高
齢
者
や
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
登
録
対
象
者
の
名
簿
を

作
成
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

登
録
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽　
　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

７５
の
方
お
よ
び　

歳
以
上
の
高
齢

７５

者
の
み
の
世
帯
の
方
等
で
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
行
う
高

齢
者
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
登
録
し
て
い
る
方

▽　

要
介
護
認
定
で
要
介
護
３
～

５
の
方

▽　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

の
方

▽　

愛
の
手
帳
１
・
２
度
の
方

▽　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
の
方

▽　

右
記
に
準
ず
る
状
態
の
方

で
、
市
に
申
請
を
行
っ
た
方

〈
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿 

に
つ
い
て
〉

　

市
で
は
、
災
害
時
要
配
慮
者
名

簿
登
録
者
の
中
で
、
災
害
時
に
自

力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

家
族
等
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い

方
を
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
と

し
、
同
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

同
支
援
者
名
簿
の
作
成
に
あ
た

り
、
９
月　

日
（
水
）
か
ら
、
約

２１

１
か
月
間
、
民
生
委
員
が
災
害
時

要
配
慮
者
名
簿
の
登
録
対
象
者
宅

を
訪
問
し
、
特
に
災
害
時
の
支
援

が
必
要
と
認
め
た
方
を
同
支
援
者

名
簿
に
登
録
を
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
登
録
対
象
者
の
う
ち
、
昨
年

度
ま
で
に
対
象
と
な
り
訪
問
を
受

け
た
方
は
、
今
回
訪
問
し
ま
せ

ん
。

　

同
支
援
者
名
簿
は
、
災
害
に
備

え
た
地
域
の
協
力
体
制
づ
く
り
の

た
め
に
必
要
な
情
報
と
し
て
、
市

の
関
係
部
署
、
消
防
署
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
等
関
係
機
関
と
共

有
し
て
い
ま
す
。

登
録
申
請　

登
録
対
象
者
に
準
ず

る
状
態
の
方
で
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
地
域
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
調
査
を
行
い
、
特
に
災

害
時
の
支
援
が
必
要
と
認
め
る
場

合
は
、
名
簿
に
登
録
し
ま
す
。

削
除
申
出　

登
録
対
象
者
の
方

で
、
登
録
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
登
録
の
削
除
の
申
し
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際

に
自
力
で
避
難
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
「
避
難

行
動
要
支
援
者
」
に
対
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
「
支
援
者
」
に
な

っ
て
い
た
だ
き
、
見
守
り
や
安
否

確
認
、
避
難
支
援
の
体
制
を
整
備

し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
避
難
行

動
要
支
援
者
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
事
業
の
概
要
〉

▽　

災
害
時
要
配
慮
者
名
簿
作
成

お
よ
び
調
査
＝
名
簿
対
象
者
を

民
生
委
員
が
個
別
訪
問
し
、
実

情
調
査
を
実
施

▽　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
作

成
お
よ
び
共
有
＝
民
生
委
員
の

調
査
を
も
と
に
避
難
行
動
支
援

を
要
す
る
人
を
名
簿
登
載
。
市

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
事
業

モ
デ
ル
地
区
を
実
施
中

役
所
内
関
係
部
署
、
消
防
署
、

警
察
署
、
民
生
委
員
等
で
名
簿

を
共
有

※　

施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
モ
デ
ル
地
区
事
業
】

▽　

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
の

協
定
締
結
お
よ
び
名
簿
情
報
の

共
有
＝
市
と
モ
デ
ル
地
区
を
実

施
す
る
自
治
会
等
に
お
い
て
協

定
を
結
び
、
本
人
同
意
を
い
た

だ
い
た
方
に
つ
い
て
、
自
治
会

等
と
名
簿
情
報
の
共
有

※　

モ
デ
ル
地
区
に
よ
っ
て
、
支

援
の
仕
方
は
異
な
り
ま
す
。

▽　

支
援
者
の
特
定
＝
自
治
会
・

自
主
防
災
会
等
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
要
支
援
者
を
支
援
す

る
人
（
支
援
者
）
を
特
定

▽　

支
援
者
と
要
支
援
者
本
人
等

で
、
要
支
援
者
の
基
本
的
な
事

項
、
特
有
の
状
況
、
か
か
り
つ

け
医
や
緊
急
連
絡
先
、
留
意
事

項
な
ど
安
否
確
認
や
避
難
支
援

に
必
要
な
情
報
を
記
載
し
た
個

別
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
＝
プ
ラ

ン
は
、
要
支
援
者
、
支
援
者
、

自
治
会
、
市
、
民
生
委
員
等
で

共
有

〈
モ
デ
ル
地
区
〉

　

現
在
、
モ
デ
ル
地
区
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
自
治
会
、
自
主

防
災
会
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▽
貫
井
南
町
東
自
治
会
・
自
主

防
災
会　

▽
小
金
井
貫
井
住
宅
自

治
会　

▽
貫
井
南
町
西
自
治
会
・

自
主
防
災
会　

▽
弁
天
通
り
自
治

会
・
防
災
会　

▽
貫
井
坂
下
中
組

自
治
会
・
貫
井
南
町
中
自
主
防
災

会　

▽
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
小
金
井

自
治
会

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 　

高
齢
者
の
実
態
を
把
握
し
、
必

要
に
応
じ
て
近
隣
協
力
者
等
が
見

守
る
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

民
生
委
員
に
よ
る
高
齢
者

（　

歳
・　

歳
）
訪
問

７５

８０

み
、
地
域
で
の
高
齢
者
に
対
す
る

福
祉
協
力
体
制
の
整
備
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
が
対
象
年
齢
者
宅
を

訪
問
し
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

等
、
見
守
り
支
援
が
必
要
な
方
に

は
、
ご
本
人
の
意
思
を
確
認
の
う

え
個
人
票
を
作
成
し
ま
す
。
（
す

で
に
個
人
票
を
作
成
し
て
い
る
方

は
除
き
ま
す
）

　

今
回
、
民
生
委
員
が
訪
問
し
な

い
方
で
も
、
不
安
の
あ
る
方
は
介

護
福
祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
る

た
め
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期　

間　

９
月　

日
（
水
）
か
ら

２１

約
１
か
月
間

対　

象　

▽
昭
和　

年
９
月　

日

１５

１６

～　

年
９
月　

日
に
生
ま
れ
た
方

１６

１５

▽
昭
和　

年
９
月　

日
～　

年
９

１０

１６

１１

月　

日
に
生
ま
れ
た
方　

▽
平
成

１５

　

年
９
月
１
日
～　

年
８
月　

日

２７

２８

３１

に
転
入
し
た
方
で
、
昭
和　

年
９

１５

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

問
合
先　

介
護
福
祉
課
包
括
支
援

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
５
）

０４２

３８７

 
と　

き　

９
月　

日
（
金
）
午
後

３０

６
時　

分
～
８
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル
Ａ
・
Ｂ
会
議
室

講　

師　

勅
使
康
友
さ
ん
（
東
京

司
法
書
士
会
自
死
問
題
対
策
委

員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

そ
の
他　

▽
手
話
通
訳
あ
り
（
要

事
前
予
約
）
▽
会
場
に
空
き
が
あ

る
場
合
は
、
当
日
参
加
も
受
け
付

け
ま
す
。

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
自
立
生
活
支
援
課
相
談
支
援
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
１
）
へ
。

０４２

３８７

 　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修

（
初
級
）
若
年
層
向
け

儿
友
人
、知
人
、身
内
、そ
し
て
、

自
分
の
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に

計
画
相
談
支
援
の
相
談
会

す
る
際
に
役
立
つ
、
計
画
相
談
支

援
事
業
の
説
明
や
、
個
別
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
水
）
午
前

２８

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階

対　

象　

市
内
在
住
の
障
が
い
の

あ
る
方
、
ま
た
は
そ
の
家
族
の
方

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

障
害
者
地
域
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８１

８
１
１
）

 　

認
知
症
の
方
が
日
常
生
活
の
中

で
も
出
来
る
簡
単
な
リ
ハ
ビ
リ
を

作
業
療
法
士
と
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
介
護
が
必
要

な
方
が
い
て
、
参
加
が
難
し
い
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月
１
日
（
土
）
午
後

１０

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

講　

師　

長
井
陽
海
さ
ん
（
作
業

療
法
士
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
。
介
護

１５

者
を
優
先
）

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
同
セ

１５

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
６
５
１
４
）

０４２

３８６

へ
。

 　

お
ふ
ろ
屋
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
や
児
童

と
の
交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
、

「
敬
老
湯
」
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
祝
）
午
後

１９

４
時
～　

時
１１

と
こ
ろ　

ぬ
く
い
湯
（
貫
井
北
町

３
儿
４
儿
４
）

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方
と
小
学
生
以
下
の
方

そ
の
他　

ご
利
用
の
際
は
、
当

日
、
浴
場
に
口
頭
で
必
ず
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

ま
な
ぶ
・
語
る
・
つ
な
が
る

家
族
の
会

お
と
し
よ
り
無
料
入
浴
デ
ー

災
害
時
要
配
慮
者
名
簿
を

９
月
１
日
付
け
で
更
新



28・9・155

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

準
的
な
接
種
年
齢
は
、
５
～
８
か

月
未
満
）

注
意
事
項　

前
日
の
夜
か
ら
接
種

す
る
腕
（
左
腕
）
へ
の
塗
り
薬
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

 　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

　

月
の
乳
幼
児
・

１０産
婦
健
康
診
査

対　象と　き健康診査名
平成２８年６月
生まれの乳児
と母親

１０／６（木）３～４か月児・
産婦健康診査 　／２０（木）

平成２７年３月
生まれの幼児

１０／４（火）１歳６か月児
健康診査 　／１８（火）

平成２５年９月
生まれの幼児

１０／１２（水）３歳児
健康診査 　／２６（水）

10
月
の
相
談
日

ところ・問合先と　き相談名
広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２－３８７－９８１８）

月曜～金曜日
（市役所執務時間内）市 民 相 談

渇ところ＝市民相談室
渇予約が必要です。
渇法律相談、交通事故相談、外
国人相談は、９月１６日から、
直接または電話で受け付け。

　法律相談は各日とも６人
渇その他の相談は、相談日の当
日午前９時～正午に、直接ま
たは電話で受け付け

渇広報秘書課広聴係（☎０４２－
３８７－９８１８）へ予約してくだ
さい。

１０月１８日　October１８
午前１０時～正午
１０：００am－１２：００am

 外  国  人  相  談 
がい こく じん そう だん

（English）

午前９時
～正午

１０月４・６・１１・１３・
１８・２０・２５・２７日法 律 相 談

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

１０月１２・２６日税 務 相 談

１０月１７日人 権 ・
身の上相談

１０月５日建築・登記・
表示登記相談

１０月２０日行 政 相 談

１０月１９日相続等暮らしの
書類作成相談

１０月１１日交通事故相談

渇ところ＝市民相談室
渇企画政策課男女共同参画室
（☎０４２－３８７－９８５３）へ予約し
てください。

１０月７・１４・２１・２８日
午後１時３０分～４時３０分
※　保育あり（１歳以上の未就学
児。１か月前までに要事前申
込）

女性総合相談
（夫婦・家族・
人間関係）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２－３８７－９８３６）

月曜～金曜日
（市役所執務時間内）

母子（ひとり
親）・女性相談

教育相談所（本町６－５－３シ
ャトー小金井別館３階☎０４２－
３８４－２５０８）

月曜～土曜日
午前９時～午後４時３０分教 育 相 談

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２－３８４－４９９９）

月曜～金曜日
午前９時３０分～午後４時
（正午～午後１時を除く）

消費生活相談

労働相談情報センター国分寺事
務所（国分寺市南町３－２２－１０
☎０４２－３２１－６１１０）

月曜～金曜日
午前９時～午後５時労 働 相 談

ところ・問合先と　き相談名

渇小金井きた地域包括支援センター
（桜町１－９－５☎０４２－３８８－２４４０）

渇小金井みなみ地域包括支援センター
（前原町５－３－２４☎０４２－３８８－８４００）

渇小金井ひがし地域包括支援センター
（中町２－１５－２５☎０４２－３８６－６５１４）

渇小金井にし地域包括支援センター
（貫井北町２－５－５☎０４２－３８６－７３７３）

月曜～土曜日
午前９時～午後５時３０分

高齢者介護
相 談

火曜日＝小金井ひがし地域
包括支援センター
第２木曜日＝小金井みなみ
地域包括支援センター
第４木曜日＝小金井きた地
域包括支援センター
いずれも午後１時３０分～４
時３０分
※　電話で各地域包括支援
センターへ予約してくだ
さい。

高齢者向け
住宅改修相談

まちづくり推進課住宅係（市役所第二
庁舎５階☎０４２－３８７－９８６１）へ１週間
前までに予約してください。

第２木曜日
午後１時３０分～４時３０分

木 造 住 宅
耐 震 相 談

シルバー人材センター（貫井北町１－
８－２１☎０４２－３８３－６１４１）

第１・第２木曜日（祝日を
除く）
午前１０時～正午
（午前１０時までに来所の方）

シルバー人材
セ ン タ ー
入 会 相 談

福祉オンブズマン事務局（市役所第二
庁舎８階８０２会議室☎ ＝０４２－３８３－
１２２５）へ予約してください。

FAX水曜日
午後１時～５時

福祉サービス
苦情・相談

渇ところ＝東小金井事業創造センター
（梶野町１－２－３６）
渇同センターホームページ（http://ko-
to.info/）申込フォームまたは電話（☎
０４２２－３１－２０４０）で予約してください。

月曜～金曜日
午前１０時～午後６時創 業 相 談

自立相談サポートセンター（本町５－
３６－１７☎０４２－３８６－０２９５）

月曜～金曜日
午前８時３０分～午後５時

生活困窮者 
自 立 相 談

   問合先　健康課害害各種事業案内 各種事業案内 害害
内　容ところと　き

▷身体測定、育児および保健・栄
養相談
▷母乳相談（婦人会館、公民館東
分館のみ）
▷歯科相談（公民館東分館のみ）
▷身体測定のみも可。気軽に直接
会場へお越しください。

公民館貫
井南分館

１０月５日（水）
１３：３０～１５：３０

乳幼児健康相談
（のびのび広場

相談）

婦人会館１０月１８日（火）
１３：３０～１５：３０

公民館東
分館

１０月１９日（水）
１３：３０～１５：３０

前原暫定
集会施設

１０月２５日（火）
１３：３０～１５：３０

▷身体測定、育児および保健相談
▷助産師の日は母乳相談（妊婦含
む）
▷身体測定のみも可　▷相談は要
予約

保健セン
ター

▷助産師＝
１０月１３日（木）、
２７日（木）
▷保健師＝
１０月６日（木）、
２０日（木）
いずれも９：３０
～１１：３０

▷要予約（当
日も可）［担当医］大澤〃１０月１９日（水）

１５：００～１６：００
歯科健康相談
（歯科医師）

▷血圧測定、
健康相談など
▷医師との相
談は１３：３０～
１４：４５（要予
約）

［担当医］
浅沼（整形外科）、
梅澤（眼科）

上之原会
館

１０月１４日（金）
１３：３０～１５：００

成人健康相談
（医師・保健師）

▷食生活で気になることや食事療
法、離乳食など
▷要予約　▷別の日程を希望の方
は、ご相談ください。

保健セン
ター

１０月２１日（金）
１３：３０～１５：３０

栄養相談
（管理栄養士）

※　保健師・管理栄養士・歯科衛生士による電話相談は随時受け付けます。

 　

女
性
の
体
の
変
化
や
更
年
期
の

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
健

康
に
輝
き
続
け
る
コ
ツ
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
、　

１０

２７

１１

月　

日
（
金
）
午
後
１
時　

分
～

１１

３０

４
時　

分
（
全
２
回
）

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　
　

～　

歳
の
女
性

２０

６４

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

そ
の
他　

保
育
あ
り

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 　

簡
単
な
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
学

び
、
豚
汁
等
を
作
り
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
前

１０

１４

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　
　

歳
以
上
の
男
性

６０

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　
　

月　

日
（
火
）
午
後

１０

２５

２
時
～
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
２

階
Ｂ
会
議
室

講　

師　

岡
村
孝
さ
ん
（
市
医
師

会
会
員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 　
〈
３
回
食
へ
の
進
め
方
〉

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１０

１３

女
性
の
た
め
の

健
康
美
人
教
室

退
職
後
か
ら
の
男
の
栄
養

と
料
理
（
初
心
者
向
け
）

健
康
講
演
会　

乳
が
ん
早
期
発
見
に
つ
い
て

離
乳
食
教
室

１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

対　

象　

お
お
む
ね
８
～　

か
月

１１

児
の
保
護
者

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１８

〈
２
回
食
へ
の
進
め
方
〉

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１０

２０

２
時　

分
～
４
時　

分

４５

１５

対　

象　

お
お
む
ね
６
・
７
か
月

児
の
保
護
者

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

内　

容　

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
義
、
試
食
な
ど

そ
の
他　

母
子
同
室
で
す
。
子
ど

も
連
れ
の
方
は
、
申
込
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　
　

月　

日
（
月
）
午
後

１０

１７

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら
（
終
了
は
３
時
ご

３０
ろ
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
歯
科
健
診

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）　

２０

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し

て
妊
娠
、
出
産
、
育
児
の
話
、
沐

浴
実
習
等
を
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
月
）
、　

１０

１７

２４

日
（
月
）
、　

日
（
金
）
午
前　

２８

１０

時
～
午
後
０
時　

分
３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
（
パ
ー
ト
ナ
ー
参
加
も
可
）

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　
　

月　

日
（
火
）
、　

１０

１１

２４

日
（
月
）
午
前
９
時　

分
～　

時

３０

１０

　

分
４５と

こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

１
歳
未
満
の
乳
児
（
標

両
親
学
級
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ス

（
平
日
３
日
間
コ
ー
ス
）

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診

　

同
日
に
２
つ
の
検
診
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

と
き
・
と
こ
ろ　
　

月
８
日

１１

（
火
）
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
、
９
日

（
水
）
～　

日
（
土
）
＝
市
役
所

１２

本
庁
舎

※　

い
ず
れ
も
午
前
中
の
み
実
施

検
査
内
容
・
費
用　

▽
胃
が
ん
検

診
（
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
の
胃
Ｘ

線
検
査
）
＝
千
円　

▽
肺
が
ん
検

診
（
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
喀
痰
細
胞

診
）
＝
い
ず
れ
も　

円
５００

※　

喀
痰
細
胞
診
に
つ
い
て
は
医

師
が
必
要
と
判
断
し
た
方

※　

い
ず
れ
も
受
診
時
に
納
入

※　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

対　

象

▽　

胃
が
ん
検
診
＝
平
成　

年
３

２９

月　

日
現
在　

歳
以
上
の
方
。

３１

３５

た
だ
し
、
次
の
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
▽
前
回
の
受
診
後
、

お
よ
そ
１
年
た
っ
て
い
な
い
方

▽
腸
閉 
塞 
の
既
往
が
あ
る
方　

そ
く

▽
妊
娠
中
も
し
く
は
妊
娠
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
方　

▽
自

力
で
立
位
を
保
持
す
る
こ
と
や

撮
影
台
の
手
す
り
を
つ
か
む
こ

と
が
困
難
な
方　

▽
検
査
中
指

示
に
従
っ
て
動
け
な
い
方　

▽

バ
リ
ウ
ム
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方　

▽
誤 
嚥 
を
し
や
す
い
方

え
ん

※　

問
診
に
よ
り
、
検
診
を
お
断

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽　

肺
が
ん
検
診
＝
平
成　

年
３

２９

月　

日
現
在　

歳
以
上
の
方

３１

４０

定　

員　

各
検
診
と
も
１
日
あ
た

り　

人
（
申
込
順
）

５０
申　

込　

９
月　

日
～　

日
に
、

１５

２８

電
話
で
健
康
課
へ
。
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●水彩画「彩友会」　 ９月２１日（水）〜
２５日（日）午前１０時〜午後６時（２１日は
正午から）／小金井　宮地楽器ホールマ
ルチパーパススペース／同会・大井（☎
０４２－３１６－５９６１）
●第３９回小金井カメラクラブ写真展　
９月２１日（水）〜２６日（月）午前１０時〜
午後６時（２１日は午後１時から、２６日は
午後５時まで）／小金井　宮地楽器ホー
ル市民ギャラリー／写真家の比留間和也
さんの指導のもと会員１０人が撮りためた
テーマ作品「樹」と自由作品、合計４５点
を展示します／同クラブ・橘田（☎０４２
－３０１－３７９１）
●「遺言と相続」無料セミナー　９月２２
日（祝）午前９時３０分〜１１時４０分／小金
井　宮地楽器ホール練習室２・３／遺言
書によらない相続として、遺産分割協議
書や民事信託について、行政書士が分か
りやすくお話しします／３０人（申込順）
／無料／９月１５日〜２０日に、電話または
Ｅメールで遺言と相続をサポートする行
政書士の会・千葉（☎０４２－３０１－００６４死
info@hakenomichi.com）へ。
●第１２回商工会青年部チビッコフェス
タ　９月２５日（日）午前１１時〜午後３時
３０分（荒天中止）／ＪＲ武蔵小金井駅南口
コミュニティ広場（フェスティバルコー
ト）／ミニゲーム、親子工作コーナー等
／小学校低学年、幼児を対象としたイベ
ント／無料／ちらしのぬり絵を完成させ
て会場へ持参したお子さんにはプレゼン
トがあります／商工会青年部（☎０４２－
３８１－８７６５）
●肝臓病医療講演会「肝炎新時代を生き
抜く知恵」　 ９月２５日（日）午後１時３０
分から／市民会館・萌え木ホール／榎本
信幸さん（山梨大学医学部教授）／５０人
（当日先着順）／無料／小金井地区肝友
会・杉田（☎０４２－３８３－２０２４）
●はけのおいしい朝市ｉｎ小金井神社　１０
月２日（日）午前９時〜午後４時／小金
井神社（中町４－７－２）／毎月第１日
曜日に開催している、はけのおいしい朝
市。今年で４回目。通常より規模を拡大
して開催。食品、手工芸品、古本、アン
ティーク品の販売、参加型ワークショッ
プなど／詳しくは、ホームページ
（http://hakeichi.exblog.jp）で／同朝
市組合・横須賀（☎０９０－１７７６－０８７４）

●相続・遺言等暮らしと事業の無料相談
会　１０月２日（日）午前１０時〜午後４時
／小金井　宮地楽器ホール小ホール／行
政書士による相続、遺言、離婚などの家
庭問題や事業に係わる許認可等の無料相
談／当日直接会場へ／都行政書士会多摩
中央支部・片岡（☎０４２－３０６－９４５０）
●ブルーメンハウス×あらかわ家スペシ
ャルコンサート「歌は世につれ世は歌に
つれ」歌と共に時代を巡る　１０月２日
（日）午後２時開演（１時開場）／小金
井フラワーホール（中町４－１５－１２）／
前売２,５００円、当日３,０００円（全自由席、
ドリンク１杯付き）／申し込みは、ブル
ーメンハウス・原（☎０４２－３８１－３８４０）
へ。
●「法の日」無料相談　１０月３日（月）
午後１時〜４時／東京法務局府中支局１
階ロビー、会議室（府中市新町２－４４）
／土地・建物の調査、測量、境界問題お
よび不動産の表示登記の相談／当日直接
会場へ／東京土地家屋調査士会府中支部
（☎０４２－３２６－６９３９）
●フリーマーケット出店募集　１０月１０日
（祝）午前９時３０分〜午後３時（雨天中
止）にむさし小金井自動車教習所（緑町
１－３－２６）で開催するムサコフリーマ
ーケットの出店者を募集します／出店料
＝車出店５００円、手持出店１００円／多数抽
選／詳細はホームページ（http://www.m 
usako.co.jp/）で／９月２６日までに、電
話で同教習所（☎０４２－３８１－３３２１）へ。
●文部科学大臣賞争奪「全日本健康麻将
選手権」小金井予選大会　１０月１５日（土）
正午〜午後５時／健康麻将全国会小金井
支部（本町５－１６－１４－２０１）／マージャ
ン経験者の方／４０人（申込順）／１,５００円
／上位４人は１１月２３日開催の都決定戦へ
推薦／９月１５日から、電話で同支部（☎
０７０－６４５４－８１４１）へ。
●第４回市民文化祭囲碁大会参加者募集
１０月１６日（日）午前９時〜午後５時／公
民館東分館／市内在住・在勤・在学の方
／Ａ組（四段以上）、Ｂ組（三段〜初
段）、Ｃ組（１級以下）、スイス方式ハ
ンデ戦、対局は五子局を限度／一般
１,５００円、高校生以下１,０００円、会員１,２００
円（いずれも昼食代等）／１０月８日まで
に、電話またはファクスで囲碁連盟・五
師（☎ ＝０４２－３８４－７５７２）へ。
●商工会より創業塾（５日間コース）受
講者募集　１１月６日（日）、１３日（日）、
２０日（日）、２６日（土）、１２月１１日（日）午前

FAX

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

１０時〜午後４時３０分／国分寺労政会館３
階会議室（ＪＲ国分寺駅南口徒歩５分）／
独立・起業を考えている方を対象に起業
のプロが直接指導し実践能力を鍛えます
／４０人／受講料５,０００円（５日間）／申し
込みは、電話で市商工会（☎０４２－３８１－
８７６５）へ。
●親子環境講座 ｉｎ 多摩動物公園　１１月
１３日（日）午前１０時３０分〜午後０時３０分
／都立多摩動物公園（日野市程久保７－
１－１）／特別講演＝屋久島「奇跡の森」
を歩く／武田剛さん（新聞通信員）／小
学生以上の子どもと保護者／３００人（申
込順）／無料／１０月１日から、ファクス
で東京ガス（株）多摩支店（☎０４２－５２６
－６１２５ ０４２－５２６－６１４２）へ。
 

●空手道教室（後期）　１０月５日〜平成
２９年３月２４日の毎週水曜・金曜日、小・
中学生＝午後６時１５分〜７時３０分、一般
＝午後７時３０分〜９時／総合体育館剣道
場／月額＝小・中学生３,０００円、一般
４,０００円／運動ができる服装、タオル持
参／当日直接会場へ／市空手道連盟・矢
口（☎０４２２－３２－４７５０）
●硬式テニス・団体戦（５ダブルス対抗
戦）　１０月１６日（日）、予備日＝１０月２３
日（日）／市テニスコート場／市内在
住・在勤・在学で構成する１０人以上の団
体／一般３組、女子１組、壮年または女
子１組／１チーム１０,０００円／１０月２日午
前１０時〜正午に市テニスコート場へ／テ
ニス連盟・工藤（☎０９０－４５２６－６８９７）
●グラウンドゴルフ秋の大会　１０月１８日

FAX

（火）午前９時〜午後１時（雨天＝２５日）
／上水公園運動施設グラウンド／市内在
住の方／２００円（当日納入）／９月３０日ま
でに、電話で市グラウンドゴルフ連盟・
村杉（☎０４２－３０１－７８６６）へ。
●ワンポイント水泳教室　１０月２２日、１１
月５日、１９日、２６日、１２月３日、いずれ
も土曜日午前９時〜１０時４５分／総合体育
館プール／中学生以上、クロールで２５ｍ
以上泳げる方／３０人（多数抽選）／２,０００
円／１０月３日（必着）までに、往復はが
きに住所・氏名・年齢・電話番号を明記
し、体育協会「水泳教室土曜係」（〒１８４
－０００１関野町１－１３－１総合体育館内）
へ／水泳協会・宮崎（☎０４２－３８３－９９６５）
●サッカーリーグ戦　１０月３０日〜平成２９
年３月２６日の日曜・祝日午前９時〜午後
５時／上水公園運動施設グラウンドほか
／１６歳以上の男子によるチーム／１３,０００
円（別途協会登録費）／登録済みチームへ
は別途連絡／９月３０日（必着）までに、は
がきに代表者の住所・氏名・電話番号を明
記し、市サッカー協会・加藤（〒１８２－００３３
調布市富士見町２－６－２－１１１☎０９０－
８８５５－３３８１＝午後６時〜１０時）へ。
●体育協会法人化記念第５回レディース
ゴルフ大会　１１月１０日（木）午前７時２０
分集合／サンメンバーズＣＣ（山梨県）
／女性の方／３０人（多数抽選）／送迎可
／３,０００円（プレー代１２,９２０円別途清算、
キャディ・昼付き）／９月３０日（必着）
までに往復はがきに住所・氏名（ふりが
な）・生年月日・電話番号を明記し、市ゴ
ルフ協会・八十島（〒１８４－０００４本町６
－１４－２８－１６０６☎０９０－２５５６－１８７３）へ。

 

◆わらべ歌遊びとリトミック・ピッチカ
ート　原則毎週水曜日午前１１時から、栗
山公園健康運動センターで。保護者と子
ども（２歳くらいから）。連絡は林谷
（☎０４２－３８４－７０８１）へ。
◆絵本とおはなしの会　原則第４火曜日
午前１０時〜正午、図書館本館地階集会室
で。絵本を楽しく読んでいます。連絡は
時田（☎０４２－３８５－４５５８）へ。
◆花柳流日本舞踊　原則第２・４日曜
日、第３木曜日午後２時から、公民館貫
井北分館ほかで。初心者も歓迎します。
連絡は花柳（☎０４２－３８３－３７１８）へ。
◆水彩画・南パレットの会　原則第１・
３月曜日午後１時〜３時、公民館貫井南

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

分館で。気軽に水彩画を楽しみません
か。講師は吉田高行さん。初心者歓迎。
連絡は蜂須賀（☎０４２－３１９－２５５３）へ。
◆リズム体操・はなみずき　原則月４回
木曜日午前１０時から、中町天神前集会所
で。健やかなシルバーエイジをめざし、
身体を動かしています。指導は植野敬子
さん。連絡は松山（☎０４２－３８２－８０１０）
へ。
◆ヨガサークル・シャーンティ　原則毎
週火曜日午前１０時から、前原町丸山台集
会所で。全身をくまなく動かしリラック
ス出来るヨガです。初心者歓迎。連絡は
田中（☎０９０－７２５４－８５２５）へ。
◆ママさんバレー・すみれ　原則毎週火
曜・土曜日午後７時〜９時、第二中学校
体育館で。バレーボールが好きな方、子
育て中の方、ストレス発散しましょう。
連絡は小尾（☎０９０－６９５６－６３２９）へ。

　

科
学
技
術
の
楽
し
さ
、
発
見

の
喜
び
を
一
人
で
も
多
く
の
青

少
年
に
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
、
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学

の
祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

創
造
性
と
熱
意
あ
ふ
れ
る
小

学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
大

学
・
研
究
機
関
等
や
諸
団
体
が

集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
な

方
法
で
実
験
や
科
学
工
作
を
会

場
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ま

す
。

と　

き　
　

月
９
日
（
日
）
午

１０

前　

時
〜
午
後
４
時　

分
（
開

１０

３０

会
式
は
午
前
９
時　

分
か
ら
。

３０

小
雨
実
施
）

と
こ
ろ　

東
京
学
芸
大
学

※　

▽
当
日
は
東
門
・
正
門
入

口
か
ら
し
か
入
場
で
き
ま
せ

ん
。
▽
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

出
展
団
体
・
内
容

▽　

小
金
井
警
察
署
＝
白
バ
イ

展
示
ほ
か

▽　

小
金
井
消
防
署
＝
は
し
ご

車
搭
乗
体
験
、
屈
折
放
水
車

展
示
ほ
か

▽　

東
京
小
金
井
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
＝
紙
飛
行
機
の
科
学

▽　

ム
ラ
コ
シ
精
工
＝
木
と
木

で
つ
な
い
で
み
よ
う

▽　

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
＝
み

ん
な
で
手
作
り
ス
ラ
イ
ム

▽　
　

武
蔵
小
金
井
駅
＝
体
験

ＪＲ
し
よ
う
列
車
停
止
ボ
タ
ン

▽　

ト
ヨ
タ
西
東
京
カ
ロ
ー
ラ

＝
ミ
ラ
イ
＆
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

カ
ー
実
車
展
示
×
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
カ
ー
工
作
教
室

▽　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
東

京
儿
小
金
井
＝
Ｕ
Ｖ
チ
ェ
ッ

ク
ビ
ー
ズ
で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

を
作
ろ
う

▽　

シ
チ
ズ
ン
Ｔ
Ｉ
Ｃ
＝
い
ろ

!

#

"

$

%%%%%%%

%%%%%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

問
合
先　

同
実
行
委
員
会
事

務
局
・
本
川
（
☎　

儿
７
９

０９０

４
４
儿
１
９
０
０
）
、
市
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７
い
ろ
な
時
計
に
ふ
れ
て
み
よ

う
※　

そ
の
他
多
数
出
展
（　

ブ
１００

ー
ス
予
定
）

そ
の
他　

▽
小
学
校
３
年
生
以

下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。
▽
当
日
、
受

付
で
ブ
ー
ス
配
置
図
を
配
布
し

ま
す
。
▽
市
内
小
・
中
学
校
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
▽
ご
み

は
各
自
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
。
▽
商
工
会
が
模
擬
店
を
出

店
し
ま
す
。

主　

催　

２
０
１
６
「
青
少
年

の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」
東
京

大
会 　
 
小
金
井
実
行
委
員
会
、

ｉｎ

東
京
学
芸
大
学
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
東
京
儿
小
金
井
、（
公

財
）
日
本
科
学
技
術
振
興
財

団
・
科
学
技
術
館
、
小
金
井

市
、
小
金
井
市
教
育
委
員
会

共　

催　

東
京
農
工
大
学
、
法

政
大
学
、
情
報
通
信
研
究
機

構
、
商
工
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ガ

リ
レ
オ
工
房
、
多
摩
信
用
金
庫

青
少
年
の
た
め
の

科
学
の
祭
典

20120166
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し
、
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
「
体
力
測
定
係
」
（
〒　

儿
８

１８４

５
０
４
住
所
不
要
☎　

儿　

儿
２

０４２

３８６

４
６
２
）
へ
。

 
種
目
等　

左
表
の
と
お
り

 
そ
の
他　

▽
初
め
て
の
方
は
、
指

導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
▽
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

 
と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１０

１６

９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

上
水
公
園
運
動
施
設
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
＝
第
二
小
学
校

体
育
館
）

講　

師　

元
・
プ
ロ
野
球
選
手
、

市
少
年
軟
式
野
球
連
盟
指
導
者

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１００

申　

込　
　

月
７
日
（
必
着
）
ま

１０

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・

学
校
名
・
学
年
を
明
記
し
、
体
育

協
会
「
少
年
少
女
野
球
教
室
係
」

（
〒　

儿
０
０
０
１
関
野
町
１
儿

１８４

　

儿
１
総
合
体
育
館
内
☎　

儿　

１３

０４２

３８４

儿
４
０
０
１
）
へ
。

　

月
の
ス
ポ
ー
ツ

１０個
人
利
用
開
放
校

実施日時　間曜日ところ種　目

２・９・１６日午後１時～４時日緑　小卓 球

５・１２・１９日午後６時～９時水前原小剣 道

２・９・１６日正午～午後３時日本町小バドミントン

７・１４日午後７時～９時金一　中柔 道

少
年
少
女
野
球
教
室

元
・
プ
ロ
野
球
選
手
が
指
導

 
と　

き　
　

月
１
日
（
土
）
午
後

１０

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
本
館
学
習
室
Ｂ

講　

師　

木
村
則
之
さ
ん
（
鉄
道

模
型
専
門
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

企　

画　

小
金
井
市
Ｋ
Ｓ
Ｓ
歌
う

会申　

込　

９
月　

日
（
必
着
）
ま

２１

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
本
館

「
鉄
道
模
型
は
じ
め
の
一
歩
係
」

（
〒　

儿
０
０
０
４
本
町
２
儿　

１８４

１５

儿　

☎　

儿　

儿
１
１
８
４
）へ
。

１１

０４２

３８３

 
〈
貫
井 
囃  
子 
〉

ば
や 

し

と　

き　
　

月
８
日
、　

日
、　

１０

１５

２２

日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前　

時
１０

～
正
午
（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
南
分
館
学

習
室
Ａ
・
Ｂ

講　

師　

大
澤
国
栄
さ
ん
（
目
黒

流
貫
井
囃
子
保
存
会
会
長
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
南
分

館
（
☎　

儿　

儿
１
１
６
８
）へ
。

０４２

３８３

〈
わ
が
ま
ち
歴
史
散
歩 

儿
人
物
・
街
道
・
商
い
〉

と　

き　
　

月
８
日
、　

月　

１０

１１

１２

日
、　

月　

日
、
平
成　

年
１
月

１２

１０

２９

　

日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前　

１４

１０

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

鉄
道
模
型
は
じ
め
の
一
歩

市
民
講
座

時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
ほ
か

講　

師　

織
壁
哲
夫
さ
ん
、
塚
田

善
久
さ
ん
（
い
ず
れ
も
郷
土
研
究

家
）
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
２
時
間
程
度
歩
け
る
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

参
加
費　

無
料
（
入
館
料
等
の
自

己
負
担
あ
り
）

申　

込　

９
月　

日
（
必
着
）
ま

２５

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
東
分
館

「
歴
史
散
歩
係
」
（
〒　

儿
０
０

１８４

１
１
東
町
１
儿　

儿
１
☎　

儿　

３９

０４２

３８４

儿
４
４
２
２
）
へ
。

 
〈
木
の
実
・
草
の
た
ね 

儿
タ
ネ
の
秘
密
を
探
る
〉

と　

き　

①　

月　

日
②　

日
③

１０

１３

２０

　

日
、
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
前
９

２７時　

分
～　

時　

分
（
全
３
回
）

３０

１１

３０

と
こ
ろ　

①
公
民
館
貫
井
南
分
館

②
都
立
小
金
井
公
園
③
都
立
野
川

公
園　

内　

容　

①
実
と
タ
ネ
の
違
い
等

の
講
義
②
③
野
外
研
修

講　

師　

大
石
征
夫
さ
ん
（
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　

無
料（
交
通
費
等
実
費
）

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
南
分

館
（
☎　

儿　

儿
１
１
６
８
）へ
。

０４２

３８３

〈
野
川
の
下
流
域
を
巡
る
〉

　

野
川
下
流
域
（
御
塔
坂
橋
～
成

城
学
園
）
や
多
摩
川
と
の
合
流
点

（
喜
多
見
～
二
子
玉
川
）
を
巡
り

ま
す
。

成
人
学
校

と　

き　
　

月　

日
、　

月
９

１０

１９

１１

日
、
い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前　

時
１０

～
午
後
３
時
（
全
２
回
）　

講　

師　

堀
井
光
夫
さ
ん
（
玉
川

上
水
に
親
し
む
会
世
話
人
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
急
坂
・
階
段
を
含
め
４
時
間

程
度
歩
け
る
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

参
加
費　

無
料（
交
通
費
等
実
費
）

そ
の
他　

集
散
場
所
は
、
返
信
は

が
き
に
記
載
し
ま
す
。

申　

込　

９
月　

日
（
必
着
）
ま

３０

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
公
民
館
東
分
館
「
野
川
の
下

流
域
を
巡
る
係
」
（
〒　

儿
０
０

１８４

１
１
東
町
１
儿　

儿
１
☎　

儿　

３９

０４２

３８４

儿
４
４
２
２
）
へ
。

〈
想
像
力
を
高
め
て「
そ
の
時
」 

に
備
え
る
防
災
実
践
講
座
〉

と　

き　

①　

月　

日
②　

月
８

１０

２５

１１

日
③　

月　

日
④　

月　

日
⑤　

１１

２２

１１

２９

１２

月　

日
、
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
①

１３
～
③
＝
午
前　

時
～
正
午
④
⑤
＝

１０

午
前　

時
～
午
後
２
時
（
全
５

１０

回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
ほ
か

内　

容　

①
減
災
・
い
ま
す
ぐ
で

き
る
こ
と
儿
熊
本
地
震
、
家
の
中

は
ど
う
な
っ
た
か
②
防
災
公
園
の

機
能
見
学
と
非
常
時
に
役
立
つ
工

作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
③
非
常
時

の
ジ
レ
ン
マ
儿
災
害
時
に
直
面
す

る
想
定
外
の
選
択
肢
④
非
常
食
を

食
べ
る
儿
備
蓄
品
と
家
庭
料
理
を

ご
一
緒
に
⑤
常
災
兼
備
食
品
を
活

用
す
る
儿
普
段
使
い
に
使
え
る
乾

物
と
缶
詰

講　

師　

①
③
小
金
井
消
防
署
署

員
②
都
立
小
金
井
公
園
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
職
員
④
⑤
小
室
満
子
さ

ん
（
料
理
愛
好
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　

千
円
（
材
料
費
）

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
東
分
館

（
☎　

儿　

儿
４
４
２
２
）
へ
。

０４２

３８４

 　

市
長
と
若
者
で
意
見
交
換
を
行

い
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

と　

き　
　

月
２
日
（
日
）
午
後

１０

３
時
～
５
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館　

進　

行　

原
田
謙
介
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ　

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ

ｔ
ｅ
代
表
）

対　

象　

中
学
生
～　

歳
程
度
の

３５

方定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電

１６

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

.p
lala.o

r.jp

）
へ
。

 
と　

き　
　

月　

日
～　

月　

日

１０

２１

１２

１６

の
第
１
・
３
金
曜
日
午
前　

時
～

１０

　

時　

分
（
最
終
日
の
み
正
午
ま

１１

３０

で
。
全
５
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

講　

師　

や
ま
ぐ
ち
み
え
さ
ん

（
歌
手
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　

２
千　

円
（
楽
譜
代
）

１６０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
２
歳
以

上
。　

人
。
要
事
前
申
込
）

１０

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
北
分

館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）へ
。

０４２

３８５

 
と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
前

１０

１９

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
２

階
学
習
室
Ａ

講　

師　

千
葉
晶
さ
ん
（
横
浜
市

山
内
図
書
館
職
員
）

若
者
に
よ
る
自
主
講
座

ミ
ラ
イ
カ
イ
ギ

×

市
長 

若
者

健
康
づ
く
り
講
座

は
じ
め
て
の
ゴ
ス
ペ
ル

楽
し
い
お
は
な
し
会
に
す
る

た
め
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ

講
座
儿
紙
芝
居
編

対　

象　

市
内
の
小
・
中
学
校
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び
地
域
で

子
ど
も
達
の
読
書
活
動
を
支
援
し

て
い
る
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電

１５

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
５
６
１
死n

u
ku
ikita

-lib
@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ
。

 
と　

き　
　

月
８
日
（
土
）
午
前

１０

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
２

階
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム
Ａ
・
Ｂ

テ
ー
マ　

美
し
さ
と
は

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電

１５

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
５
６
１
死n

u
ku
ikita

-lib
@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ
。

 
と　

き　
　

月
６
日
（
木
）
午
後

１０

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
１

階
Ａ
会
議
室

講　

師　

蓼
沼
め
ぐ
み
さ
ん
（
公

益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー

ム
協
会
参
与
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）
へ
。

３８７
 

と　

き　

毎
週
水
曜
日
午
前　

時
１０

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

環
境
楽
習
館

制
作
物　

古
紙
を
再
利
用
し
た
ニ

ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
エ
コ
バ
ッ
ク
・

す
だ
れ
編
み
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ッ
ト

費　

用　
　

円
（
材
料
費
）

３００

ぬ
く
き
た

哲
学
対
話
カ
フ
ェ

消
費
者
講
座

ど
う
選
ぶ
有
料
老
人
ホ
ー
ム

後
悔
し
な
い
契
約
の
ポ
イ
ン
ト

環
境
楽
習
館

水
曜
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク

（
９
・　

月
）

１０

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

そ
の
他　

４
人
以
上
で
の
参
加
は

事
前
に
環
境
政
策
課
へ
お
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 
と　

き　

平
成　

年
１
月　

日

２９

２１

（
土
）
午
後
４
時
開
演

と
こ
ろ　

同
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

出　

演　

上
妻
宏
光
（
三
味
線
）、

伊
賀
拓
郎
（
ピ
ア
ノ
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

一
般
４
千
円
、

学
生
２
千
円

そ
の
他　

▽
重
複
応
募
や
記
入
事

項
不
備
、
指
定
期
間
外
到
着
の
申

込
無
効
で
す
。
▽
座
席
位
置
の
指

定
は
で
き
ま
せ
ん
。
▽
友
の
会
の

割
引
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
▽

一
般
発
売
日
は
９
月　

日
（
金
）

３０

か
ら
で
す
。
▽
未
就
学
児
の
入
場

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

９
月　

日
～　

日

１６

２３

（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
公

演
名
・
希
望
席
種
・
希
望
枚
数

（
１
人
２
枚
ま
で
）・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

（
市
内
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務

先
名
ま
た
は
学
校
名
）を
明
記
し
、

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
「
市

内
先
行
チ
ケ
ッ
ト
係
」
（
〒　

儿
１８４

０
０
０
４
本
町
６
儿　

儿　

☎　

１４

４５

０４２

儿　

儿
８
０
９
９
）
へ
。

３８０

  
と　

き　
　

月
１
日
（
土
）
午
前

１０

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
京
農
工
大
学
科
学
博

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

こ
が
ね
い
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト　

上
妻
宏
光
儿
伝
統
と
革
新

市
内
先
行
受
付

子

ど

も

第
５
回
子
ど
も
科
学
教
室

タ
ウ
リ
ン
の
結
晶
を
作
っ
て

大
き
さ
・
形
を
見
て
み
よ
う

物
館

講　

師　

工
藤
翔
慈
さ
ん
（
同
大

学
助
教
）

対　

象　

小
学
校
５
年
生
～
中
学

生定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

９
月　

日
午
前　

時
か

１５

１０

ら
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
氏
名
・
電
話
番
号
・

学
校
名
・
学
年
・
性
別
を
同
大
学

科
学
博
物
館
（
☎　

儿　

儿
７
１

０４２

３８８

６
３ 
　

儿　

儿
７
５
９
８
死k

０４２

３８８

ah
aku
@
cc.tu

at.ac.jp

）
へ
。

※　

こ
の
事
業
は
、
東
京
農
工
大

学
と
の
連
携
事
業
で
す
。

 
と　

き　

９
月　

日
（
土
）
午
前

２４

　

時　

分
か
ら
（　

分
程
度
）

１０

３０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
視
聴
覚

室内　

容　

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど

対　

象　

３
歳
～
小
学
校
３
年
生

程
度
（
保
護
者
同
伴
可
）

協　

力　

お
は
な
し
広
場

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
緑
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
２
）

３８７

  
と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１０

２２

０
時　

分
～
３
時
（
受
け
付
け
は

３０

正
午
か
ら
）

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

３０

の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

４０

参
加
費　
　

円
（
保
険
・
資
料

１００

代
）

申　

込　

９
月　

日
（
必
着
）
ま

２９

で
に
、
往
復
は
が
き
（
１
通
で
複

数
名
応
募
可
）
に
「
体
力
測
定
申

込
」
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

FAX
お
は
な
し
会

ス

ポ

ー

ツ

中
高
年
の
方
へ

体
力
・
筋
力
年
齢
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
せ
ん
か

学
び
・
く
ら
し
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東
京
都
・
子
供
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
６
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１１日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後　

時
１１

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

１０月１０日（祝）
粋な江戸の踊り１０：００〜
ストリートダンス１１：００〜
歌・踊り１１：３０〜
フラ＆タヒチアン１２：２５〜
フラ１２：５５〜
新舞踊１３：２５〜
阿波踊り１４：２０〜
フラとウクレレと歌１４：３５〜
アコーディオン・ピアノ伴奏で全員
で歌う１５：３０〜

バレエ１６：００〜
三味線と唄と日本舞踊１６：２０〜
ダンス１７：１５〜
ジャズダンス・ジャズ体操１７：４５〜
バレエ１８：１５〜

　市民の皆さんによる手作りの文化の祭典です。下表のとおり、市内各地の会場で
趣向を凝らしたさまざまな催しを行いますので、ぜひ、お越しください。
主　催　小金井市民文化祭実行委員会
問合先　同実行委員会・亀山（☎０４２−３８６−１２７５）、出演発表について＝三上（☎
０９０−４０７４−３８１４）、展示発表について＝渡辺（☎０９０−４１２６−７０４４）

第４回

9月30日（金）～10月30日（日）
小金井市民文化小金井市民文化祭祭

小金井　宮地楽器ホール　市民ギャラリー他
９月３０日（金）〜１０月２日（日）

書道展１０：００〜１７：００
１０月７日（金）〜１０日（祝）

作品展（書道・水墨画・絵画・写真・布絵・押し花絵・電子工作・パ
ンフラワー・布人形・シャドーボックス・和服地リメイク作品・トー
ルペイント等）

１０：００〜１７：００

小金井　宮地楽器ホール　大ホール
１０月８日（土）
開会挨拶９：５５〜
フラダンス１０：００〜
フラダンス１０：３０〜
フラダンス１１：２５〜
カラオケ１１：５５〜
ハンドベル演奏１２：４５〜
ハーモニカ合奏１３：３０〜
新舞踊１４：２５〜
ハワイアン演奏とフラダ
ンス１５：２０〜

歌謡・合唱１６：１５〜
シャンソン１７：００〜
かさね歌（合唱）１７：５５〜
オーケストラ演奏１８：２５〜
フラダンス１９：１０〜
バンド演奏１９：２５〜
ダンス１９：５５〜
１０月９日（日）
民謡三味線合奏１０：００〜
フルート・ヴァイオリン・
ピアノのアンサンブル１０：３０〜

コーラス１０：５０〜
歌（叙情歌・ポップス・
唱歌等）１１：２０〜

クラシックピアノ演奏１２：１５〜
マンドリン・ギターの合
奏１２：４５〜

吹奏楽１３：４０〜
日本舞踊１４：２５〜
声楽１５：１０〜
オペラ公演１５：５５〜
尺八吹奏１６：４０〜
箏・三絃・尺八の合奏１７：３５〜
クラシック演奏１８：３０〜
演劇１９：２５〜

小金井　宮地楽器ホール　小ホール
１０月９日（日）

オカリナ演奏１０：００〜
ダンス・歌１１：００〜
エレクトーン演奏１２：００〜
ハーモニカ演奏１３：００〜
演劇１３：５０〜
ジャズビッグバンドによる演奏１５：００〜
アコースティックギターによる歌と
演奏１６：００〜

ゴスペルコーラス１７：００〜
１０月１０日（祝）

ハンドベルの音楽演奏１２：００〜
クラシック演奏１３：３０〜
ベリーダンス１５：００〜
バンド演奏１６：００〜

小金井　宮地楽器ホール 練習室２・３
１０月２日（日）

俳句大会１３：３０〜１６：００
東センター

１０月１６日（日）
囲碁大会９：００〜１７：００

江戸東京たてもの園内
１０月１５日（土）・１６日（日）

いけ花と茶席のつどい
　別途入園料が必要です。茶席は菓子
がなくなり次第終了します。
渇　いけ花（１５日＝９：３０〜１６：３０、
１６日＝９：３０〜１５：３０）
渇　茶席（１５日＝１０：００〜１６：００、１６
日＝１０：００〜１５：００）

その他

展示発表出演発表

いろいろ体験コーナー

小金井　宮地楽器ホール　大ホール
１０月３０日（日）

こがねいガラ・コンサート２０１６＝有料
公演です。詳細は、同ホール（☎０４２－
３８０－８０９９）へお問い合わせください。

特別公演

９
月　

日（
日
）

１８

９
月　

日（
月
・
祝
）

１９

９
月　

日（
木
・
祝
）

２２

９
月　

日（
日
）

２５

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

 
ミネ調剤薬局東小金井店

（ ）東町4－37－27
☎042－401－1852

 
本町薬局

（ ）本町1－19－2
☎042－383－3515

 
ともえ調剤薬局

（ ）本町1－5－12朝日パリオ
☎042－387－7911

 
アトム薬局

（ ）緑町1－6－53うさぎビル1F
☎042－388－5400

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
にじいろ薬局

（ ）梶野町5－9－9クレール1F
☎042－316－3795

 
調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

 
龍光堂薬局

（ ）本町5－18－6
☎042－383－5601

 
ひばり薬局（小金井店）

（ ）本町2－11－10シェリール1F
☎042－316－5579

 
ホクエイ薬局

（ ）貫井北町2－12－14
☎042－383－5040
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△
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空
室
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×
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10月の行事
親子ふれあい体験教室（２日
＝さつまいも掘り）
平成２９年１月分の予約
１０月１日から受け付けます。
申し込みは、
☎０１２０－４８４－６４７（申込専用）
 ０５５１－４８－４６４６
http://koganei-kiyosato.com/
問合先　清里山荘（☎０５５１－
４８－４６４９）
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団
体
棟
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竹
馬
ビ
ル
ク
リ
ニッ
ク

内
消

本町5―5―2
竹馬ビル1F
☎042―384―3461

新
小
金
井
街
道

京王バス
営業所

至武蔵至武蔵
小金井駅小金井駅
北口北口

至武蔵
小金井駅
北口

小金井小金井
保育園保育園
小金井
保育園 歯

科

中央本線

貫井北町
1丁目
交差点

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

内

本町1―15―9
☎042―382―9111

農工大通り

マンション

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

本町5―19―26
☎042―385―7755

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道西

友
北口

小
金
井
眼
科
ク
リ
ニッ
ク

眼

東
小
金
井
さ
く
ら
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リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

貫井北町2―18―10
☎042―383―8217

貫
井
北
町
歯
科
医
院

中大附属高校

学芸大

学芸大角
交差点

新
小
金
井
街
道

待  

山  

医  

院

内
循

緑町2―17―10
☎042―384―5421

北大通り

緑小 緑中 法
政
大

小金井
北高

本町1―13―13
☎042―381―2080

佐
藤
ク
リ
ニッ
ク

内
小
皮
ア

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

東
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

も
ろ
ほ
し
ク
リ
ニッ
ク

耳
気
ア

緑町1―6―53 うさぎビル
☎042―385―3341

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

東
小
金
井
ク
リ
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ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

小
金
井
東
和
歯
科 梶野町5―8―28

小川ビル1F
☎042―316―1018

東小金井駅

交番北口

北大通り
梶野町交差点

小
金
井
橋
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク 桜町2―11―25

☎042―382―5101

玉川上水
小金井橋

小
金
井
街
道

本
町
２
丁
目

交
差
点

小金井橋

北大通り

至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口

内
泌

皮
ア

小
金
井
つ
る
か
め
ク
リ
ニッ
ク

内

本町6―14―28
アクウェルモール3Ｆ
☎042―386―3757

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

南口
交通広場

大 

見 

医 

院

産
婦

内

梶野町5―5―6
☎042―385―2272

東小金井駅

北口北口

駐車場駐車場

三小

地蔵通り地蔵通り

薬局薬局

梶野町交差点
北大通り

北口

駐車場地蔵通り

薬局

三
枝
耳
鼻
咽
喉
科
・
小
児
科
医
院

耳

本町5―19―32
三枝ビル2F
☎042―381―8221
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北口

西
友

小
金
井
街
道

小

本町2―12―1
☎042―383―2232
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茂  

医  

院
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循

武蔵小金井駅武蔵小金井駅武蔵小金井駅

北口北口
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北大通り
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井
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道

北口

東
小
金
井
歯
科 東町4―42―20

ブライトハイツ2F
☎042―385―8176

都営アパート
ストア

薬局
南口

東小金井駅

ひ
ら
た
循
環
器
ク
リ
ニッ
ク

内
循

本町5―40―3
☎042―401―6157

北大通り

北口北口

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

北口

科
内
器
吸
呼
い
ね
が
こ
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ア
内
小

東町4―8―13 登川ビル１階
☎042―380―9080

交番

東小

線
川
摩
多
武
西

金
小
新

駅
井

農工大通り

本町2―10―20
☎042―381―2606

浅
沼
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形
外
科

整
外
リ 

ハ

ボウリング場

至武蔵小金井駅
北口

けやき通りけやき通りけやき通り
小
金
井
街
道

貫井北町2―11―9
☎042―384―4555

倉 

田 

眼 

科

眼 公務員住宅

中大附属高

学
芸
大 歩

道
橋

本
町
住
宅

新
小
金
井
街
道

か
わ
べ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

緑町2―2―1
エスポワール小金井1－東号室 
☎042―401―1860

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

内
小
消
内

本 

町 

歯 

科
本町6―1―12
馬渕ビル2F
☎042―385―8520

市役所第二庁舎

前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

小金井　宮地楽器ホール　小ホール
１０月８日（土）

「ウエルネス操体法で若返ろう！」
＝ピンシャンコロリ研究会・小金
井操体法研究会、講師は池田克紀
さん（東京学芸大学名誉教授）

１０：００〜
１２：００

「０才から楽しめる音楽会」＝ミ
ルテの花　うたの会

１３：００〜
１４：００

雅楽レクチャーコンサート＝三田
徳明と雅楽瑞鳳会

１５：３０〜
１７：００
小金井　宮地楽器ホール　スペースＮ

１０月８日（土）
囲碁教室「囲碁の世界にふれてみ
よう」大垣九段による多面打ち指
導＝小金井囲碁連盟

１０：００〜
１７：００

１０月９日（日）
ロボット遊園地「ロボットアトラ
クションを楽しもう」＝東京農工
大学ロボット研究会（Ｒ・Ｕ・Ｒ）

１１：００〜
１７：００

１０月１０日（祝）
折り紙をたのしみませんか＝小悠
連緑長生会おりがみ部

１０：００〜
１７：００

小金井　宮地楽器ホール　和室
１０月９日（日）

アニマルピンチをつくろう＝各回
５人（当日先着順。見学可）

１０：００〜
１２：００
１３：００〜
１６：００

１０月１０日（祝）

小金井郷土カルタであそぼう１１：００〜
１６：００
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ごみ減量・
リサイクル特集
ごみ対策課☎０４２−３８７−９８３５
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ごみ非常事態宣言！継続中です
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　本市では、平成１８年にごみ非常事態を宣言し、市民の皆さんにごみの減量をお
願いしています。特に燃やすごみについて、本市は可燃ごみ処理施設を有してい
ないことから、多摩地域の各団体に燃やすごみの処理をお願いしており、施設周
辺にお住まいの皆様および関係者の皆様へのご負担を軽減するためには、さらな
る減量の努力が必要です。
　昨年７月に設立した浅川清流環境組合（構成市：日野市、国分寺市、小金井市）
が設置する新可燃ごみ処理施設の稼働後も、日野市クリーンセンター施設周辺に
お住まいの皆様をはじめとした日野市民の皆様および関係者の皆様への感謝の気
持ちを忘れることのないよう、引き続き、ごみの減量・資源化の推進に取り組ん
でいただくようお願いします。
　さらに、可燃ごみを焼却した後に発生する焼却灰は、本市を含む２５市１町で構
成される東京たま広域資源循環組合が運営する東京たまエコセメント化施設でセ

メント原料としてリサイクルすることで、日の出町二ツ塚廃棄物広域処分場の延
命化が図られています。毎日の生活の中で、ごみは発生するものですが、限りあ
る資源を大切に使い、環境への負荷の少ない持続可能な循環型社会を形成するた
め、一人ひとりができることを常に意識していくことが大切です。
　一般廃棄物処理基本計画（平成２７年度～３６年度）では、「循環型都市小金井の
形成−ごみゼロタウン小金井を」をめざして、発生抑制を最優先とした３Ｒの推
進および安心・安全・安定的な適正処理の推進を基本方針として定め、本市のご
み処理施策の展開や中長期的な展望などを踏まえて、市民・事業者・行政が相互
に協力・連携した取り組みを実践することとしています。情報公開コーナー（市
役所第二庁舎６階）、図書館本館・各分室で閲覧できるほか、市ホームページか
らダウンロードできます。
　「ごみ非常事態宣言」は継続中です。ご理解とご協力をお願いします。

ひとり親家庭

市役所

高齢者 食事に不自由している方

フードバンク

Ｒリデュースリデュース

フードドライブご協力に当たってのお願い
渇　今回は試行実施のため、通常ＮＰＯ団体が回収しているフードドライブ
またはフードバンクの品目と異なります。

渇　フードドライブご協力の際には、お一人おおよそ片手で持参できる範囲
での食品の提供をお願いします。

渇　回収できる食品でも、当日現物を見てお断りする場合があります。
渇　燃やすごみの無料回収ではありませんので、該当でないものの回収はせ
ず、お持ち帰りいただきます。下記に記載している回収できる食品である
ことをよく確認して、ご協力いただきますようお願いいたします。

問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

回収できない食品
渇　賞味期限切れや包装等が破損している食品（破損は食品の一部が外気に
触れているもの）

渇　賞味期限がわからない食品（賞味期限の表示がない食品も含む）
渇　医薬品（ただし、栄養補助、健康補助、栄養調整、特定保健用食品、栄
養機能食品、機能性表示食品は回収できます）

渇　アルコール類
渇　びん製品
渇　調味料（しょうゆ、マヨネーズなど）
渇　油製品（ドレッシングなど）
渇　ペットボトル製品
渇　米
渇　冷蔵・冷凍食品

風 邪 薬

解 熱 剤

回収できる食品
　包装等がしてあり外気に触れていないも
ので、賞味期限が３５日以上（１１月２０日以降
の表示）あるものが対象です。
【主な回収品目】
渇　お菓子
渇　缶詰
渇　乾麺
渇　レトルト食品（箱等の未開封品に限る）
渇　カップ麺

賞 味 期 限

16 11 20

カレーラーメンラーメン
ごはんごはん

フードドライブとは
　家庭でもったいないと思いながらそのままにしておいた食品や、最終的に
捨てるしかない食品を事前に集めて、食に困っている方々に届ける活動です。
　本市でフードドライブを取り入れることにより、本来、市で発生する可燃
ごみおよび不燃ごみ等の減量につながると考えられるため、ごみの減量施策
の調査研究の一環として、試行実施します。
　回収した食品は、ＮＰＯ団体を通じて、ひとり親家庭や高齢者などの食に
困っている方々にお届けします。

フードバンクとの違い
　フードバンクは、自治体またはＮＰＯ団体等が自ら回収したものを、自ら
食に困っている方々に届ける活動です。
　フードドライブは、自治体またはＮＰＯ団体等が自ら回収したものをフー
ドバンクを通じて、食に困っている方々に届ける活動です。現在、本市では、
自ら食に困っている方々に届ける体制等が整っていないため、フードドライ
ブを試行実施します。

小小金金井井ななかかよよしし市市民民ままつつりりでで
フフーードドドドラライイブブをを試試行行実実施施ししまますす

小小金金井井ななかかよよしし市市民民ままつつりりでで
フフーードドドドラライイブブをを試試行行実実施施ししまますす

と　き　１０月１６日（日）午前１０時～正午、午後１時～３時（荒天中止）
ところ　小金井なかよし市民まつりごみ対策課ブース（都立小金井公園内）

回収できる食品を確認してきてね！
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　日ごろから、ごみの減量と資源化の推進にご協力いただきましてありがとうご
ざいます。
　もうすぐ衣替えの季節です。衣類やシーツ、布団カバー、タオル等は資源物の
「布」として、透明か半透明の袋に入れて出すことができます。また、下着や靴
下（両足そろっているもの）も洗濯済みのものは、「布」として出せます。回収
した「布」は、状態の良いものはリユースされ、そうでないものはリサイクルし
ています。
　なお、雨の日は、 濡 れるとかびが生え資源化できなくなりますので、回収を行

ぬ

っていません。午前８時３０分直前の段階で、その日の回収をするかどうか判断し
ています。雨が降りそうなときや判断に迷う場合は、ごみ対策課にお問い合わせ
いただくか、次の回に出してください。引き続き、資源化の推進にご理解とご協
力をお願いします。
【７月分のごみ排出量報告】
　７月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は、２８４.１ｇとなり、目標値（２７８.６
ｇ）を５.５ｇ上回りました。

○１８７

1か月の燃やすごみ地区別
1人1日当たりの排出量 （単位：g）

地　　区
火・金地区 284.1 278.6 5.5

武蔵小金井 東小金井

7月 目標量 増減量

市内全域

284.1 278.6 5.5

増減量7月 目標量
燃やさない
ごみ

（市内全域） 26.1 34.0 △7.9
目標量 増減量7月

月・水・木・土地区 284.1 278.6 5.5 目標より
増えちゃった

目標より
増えちゃった

ごみ・資源物処理経費に総額約28億8,643万円

収
集
・
運
搬

最終処
分等

中
間

処理

総　額
平成27年度
28億8,643万円
平成26年度
26億1,107万円

燃やすごみ
（１kg）

びん・スプレー缶燃やさないごみ 缶プラスチックごみ 古紙・布 2ℓペットボトル
（１kg） （１kg） （１kg） （50g） （75g）（１00g当たり）

31.9円31.9円31.9円158.5円158.5円158.5円 18.8円18.8円18.8円6.3円6.3円6.3円 8.7円8.7円8.7円
処理するのに
どれくらい
かかるのか？ 126.0円126.0円126.0円 159.3円159.3円159.3円
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市民1人当たり　2万4,492円
1世帯当たり　　4万9,845円
　平成２７年度にごみ・資源物の処理にかかった経費は、総額
で約２８億８,６４３万円でした。これは、本市の平成２７年度一般
会計決算の約７.５％、市税収入の約１２.２％になります。平成２７
年度のごみ・資源物の総排出量は２７,００６ｔで、１ｋｇ当たり
１０６.９円となり、市民１人当たりで見ると２万４,４９２円、１世
帯（平均約２.０人）当たり４万９,８４５円になります。
歳入総額は約4億2,618万8千円
　ごみ・資源物の処理に係る歳入は、約４億２,６１８万８千円
でした。これは、ごみ・資源物処理経費総額の約１４.８％に当
たります。歳入のうち、家庭系ごみ処理手数料は約２億
８,０９９万１千円、粗大ごみ処理手数料は約３,２４８万円でした。
環境基金について
　環境基金は、ごみ処理施設の整備や新たなごみ減量施策、
環境保全事業の充実などに充当するため設置しているもので
す。平成２７年度は環境基金に４億円が積み立てられました。
内訳は、家庭系ごみ処理手数料収入約２億８,０９９万１千円の
約２５％に当たる約７,０２４万８千円、一般財源から約３億２,９７５
万２千円です。

１ｔ当たりの処理経費
処理経費種　別
１２万６,００７円燃やすごみ
１５万９,３２３円燃やさないごみ
１０万７,９２６円可燃系・布団粗大ごみ １７万５,８３４円不燃系
１５万８,４９２円プラスチックごみ
１１万４,７５０円有害ごみ
３万１,９３１円古紙・布
６万２,６２３円びん・スプレー缶
１７万３,７８９円空き缶・金属
２５万６５５円ペットボトル
９万６５２円拠点回収

１１万２,４１２円剪定枝・乾燥生ごみ
１万４,９８８円集団回収

ごみ・資源物の処理に係る歳入内訳
２億８,０９９万１千円家庭系ごみ処理手数料

主
な
内
訳

２,４３３万３千円事業系ごみ処理手数料
２,０２３万５千円自家搬入ごみ処理手数料
３,２４８万円粗大ごみ処理手数料

５,３１９万円可燃・不燃ごみ有価物
売り払い収入

１,４９５万９千円その他

平成２６年度平成２７年度
７億９,１７４万円１１億５,４５０万１千円焼却処理

平成２６年度平成２７年度
９億５,７７８万４千円９億２,４８７万４千円収集運搬
３億４,４３６万９千円３億３,３００万８千円燃やすごみ
５,６４７万６千円５,４２９万７千円燃やさないごみ
４,８６９万２千円４,６８１万９千円粗大ごみ
１億９７万３千円９,７０６万１千円プラスチックごみ

１億６,６０３万４千円１億６,０３６万７千円古紙・布

３,４３７万９千円３,３０１万３千円びん・スプレー缶・有
害ごみ

３,８５９万５千円３,７１１万円空き缶・金属
５,７９０万３千円５,５６３万６千円ペットボトル
４５４万９千円４３６万６千円拠点回収
８,２０７万９千円７,９１７万２千円剪定枝・乾燥生ごみ
２,３７３万５千円２,４０２万５千円集団回収

平成２６年度平成２７年度

２億１,６６４万２千円１億９,６４４万円埋立・エコセメント化
処理

平成２６年度平成２７年度
１億４,２７２万３千円１億３,６３５万４千円選別等処理

２８４万１千円２６１万円古紙・布
３,４８４万６千円３,３４９万３千円びん
３,２９８万１千円３,０５９万９千円空き缶・金属
２,６１８万１千円２,５９２万円ペットボトル
４３４万４千円４２４万６千円拠点回収
１,０４９万８千円９８４万３千円可燃粗大・布団
３,１０３万２千円２,９６４万３千円剪定枝・乾燥生ごみ

平成２６年度平成２７年度
３４２万円３１６万７千円その他

平成２６年度平成２７年度
４億９,８７６万１千円４億７,１０９万４千円不燃系ごみ破砕等処理

資源化処理にも多額の経費が使われます
　平成２７年度に資源化処理（資源物の収集、資源物・燃やさな
いごみ・プラスチックごみなどの資源化）にかかった経費は、
約７億１,２０３万５千円（ごみ・資源物処理経費総額の約２４.７％）
でした。限りある資源を有効活用するため、資源物を分別する
ことはもちろん大切です。しかし、その処理には多額の経費が
使われます。そのことからも、まずはごみになるものを元から
減らす発生抑制に取り組むことが重要です。
まずは発生抑制に取り組んでください
　日常生活の中で実践できる、代表的な発生抑制の取り組みを
以下に紹介しますので、最優先での取り組みをお願いします。
渇　生ごみの水切りを徹底する
渇　マイボトル、マイバッグを持参する
渇　余分なものは買わない
渇　過剰包装やダイレクトメールは断る
渇　食材は作りすぎない、使い切る
　そして、発生抑制に取り組んだ後に、使えるものは何度でも
使うリユース（再使用）、分別の徹底により資源になるものを
捨てずに再生利用するリサイクル（再生利用）へ取り組むこと
も大切です。引き続き、発生抑制を最優先としたごみの減量・
資源化の推進へのご理解・ご協力をお願いします。

平成27年平成27年度度
廃棄物会廃棄物会計計

土曜日に生ごみ投入リサイクル事業を実土曜日に生ごみ投入リサイクル事業を実施施

Ｒリサイクルリサイクル 枝木・雑草類・落ち葉の出し方につい枝木・雑草類・落ち葉の出し方についてて
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%

%
%
%

　市では、燃やすごみの減量・資源化の推進を目的として、家庭で 剪 定した枝
せん

木・雑草類・落ち葉を申込制により、無料で回収し、その全量を資源化処理して
います。　平成２７年度の回収量は９５１ｔで、平成２６年度の回収量９５７ｔに対して、６
ｔの減少となりました。

　本市は、燃やすごみの処理を多摩地域の各団体にお願いしており、施設周辺に
お住まいの皆様および関係者の皆様へのご負担を軽減するため、さらに燃やすご
みの減量に努めていくことが必要です。引き続き、枝木・雑草類・落ち葉の分別
を徹底し、回収にご協力をお願いします。

夏休み生ごみ投入リサイクル事業の報夏休み生ごみ投入リサイクル事業の報告告
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　学校の夏休み期間中、市内の小・中学校に設置している電動生
ごみ処理機を有効利用するため、夏休み生ごみ投入リサイクル事
業を実施しました。
　今年度の実施校は１０校で、猛暑の中、投入管理のボランティア
活動にご協力いただいた方は１０７人、投入者延数は１,５１６人でし
た。その結果、地域の皆さんの着実な取り組みにより１か月間で
約２.２ｔの燃やすごみを減量することができました。（下表）
　今年度は、各実施校で参加者に対し、家庭での生ごみの水切り
徹底の呼びかけなどを行いなが
ら、燃やすごみの減量に取り組
みました。
　ご参加いただいた皆さん、ご
協力ありがとうございました。 

　投入された生ごみは、電動生ごみ処理機で乾燥処理した後、食
品リサイクル堆肥に加工され、市民の皆さんに無料配布していま
す。
　配布は、毎週金曜日午後１時〜２時（祝日を除く）に、リサイ
クル事業所裏（中町３−１９−１６）で行っています。
　ぜひ、家庭菜園などでお試しください。

食品リサイクル堆肥を無料配食品リサイクル 堆 肥を無料配布布
たたいい

ＲリデュースリデュースＲリサイクルリサイクル

【回収できないもの】
渇　造園業者などの専門業者に依頼
し、剪定したもの
渇　枝木・雑草類・落ち葉以外のも
のが混入しているもの

【注意】
　雑草と落ち葉は同じ袋に混ぜて入
れることができます。ただし、雑草
が多く占める場合は１袋からの申し
込みになります。また、落ち葉が多
く占める場合は３袋以上からの申し
込みになります。 堆 肥などの資源としてリサイクルしています

たい

　市内の小・中学校では、毎週土曜日に、学校に設置している電動生ごみ処理機を
利用した生ごみ投入リサイクル事業を、市民の自主的な取り組みとして実施してい
ます。家庭で出る生ごみを投入することができますので、ぜひ、ご利用ください。
実施時間・場所 

　また、投入管理のボランティア活動に
ご協力いただける方を随時募集していま
す。詳しくは、お問い合わせください。
その他
渇　投入できる生ごみは、食品廃棄物に
限ります。ただし、貝殻など硬い物は
投入できません。

渇　生ごみは、十分に水切りをしてから
投入してください。天日干ししたもの
や風で乾燥したものなども投入できます。

渇　左表の場所・時間でも食品リサイクル堆肥を無料配布しています。
問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

生ごみ処理機への投入のようす

その他時　間場　所
食用廃油

毎週土曜日　午前９時～１０時

第一小学校
−第三小学校
−前原小学校

食用廃油

緑 小 学 校
南 小 学 校

毎週土曜日　午前１０時～１１時第一中学校
毎週土曜日　午前９時～１０時第二中学校

合計南中二中南小緑小前原小東小四小三小二小一小
１０８１０６１１１２１１１６１４６１１１１投入日数（日）
１,５１６５２１２６１６９２１５１７４１０８２０６６１２３１１７４投入延数（人）
２,１７３４１１８３２６３２８９２６９１５７２６０１３０３５０２３１投入総量（㎏）

※　４５ℓ以内の透
明または半透明
の袋を使用

落ち葉（２袋以下）

　燃やすごみの日に出すことができ
ます。
※　２袋以下の落ち葉でも、申し込
みがあった場合は資源化処理して
います。

申し込み不要

枝枝木木はは１１束束、、雑雑草草類類はは１１袋袋、、落落ちち葉葉はは３３袋袋かからら申申しし込込みみがが必必要要でですす枝木は１束、雑草類は１袋、落ち葉は３袋から申し込みが必要で枝木は１束、雑草類は１袋、落ち葉は３袋から申し込みが必要ですす

①枝木（１束から）

長さ１m以内

直径30㎝
以内
太さ15㎝
以内 ※　４５ℓ以内の透明または半透明の袋を使用し、土や泥は落としてください。

②雑草類（１袋から）

※　２袋以下の落ち葉
でも、申し込みがあ
った場合は資源化処
理しています。

③３袋以上の落ち葉

回収日地区
月本町３・４・５丁目

中央線
北側

水貫井北町全域　緑町４・５丁目
本町２丁目

木緑町１・２・３丁目　桜町全域
梶野町全域　関野町全域

月中町３・４丁目　本町１・６丁目
貫井南町３丁目

中央線
南側 火貫井南町１・２・４・５丁目

前原町全域
金東町全域　中町１・２丁目

※　祝日も回収を行っています。

申し込み必要 ※　数量制限なし
（事業所を除く）

電子申請
　東京都および都内の区市町村が共同で運営する
「東京共同電子申請・届出サービス」を利用した
電子申請サービスにより申請していただきます。
▷パソコン用URL
　http://www.shinsei.elg-front.jp/tokyo/navi/index.html
▷携帯電話用URL
　http://www.shinsei.elg-front.jp/tokyo/

申し込み締め切り
回収日の前日正午まで
※　ただし、月曜日の回収地区
は、その前の金曜日正午まで

姉042−387−0444
24時間受付可
◆　住所・氏名・電話番号・回収日・回収
量を明記し受付センターへ送信
◆　申し込み受理の返信をご希望の方は
FAX番号と「返信希望」も明記してくだ
さい

粗大・枝木受付センター
☎042−387−9829
月〜金／8：30〜17：15
土・日・年末年始は休み　※祝日は受付可

焼却処理

ＱＲコード

　市内から発生する可燃ごみは、平成１９年３月末に老朽化に伴い本市の可燃ごみ
を焼却処理していた二枚橋衛生組合の全焼却炉の運転を停止したことから、平成
１９年４月より、その全量を多摩地域の各団体の焼却施設で処理していただいてい
ます。これまで長年に渡り、ご支援をいただいた多摩地域各団体の施設周辺にお
住まいの皆様ならびに関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。
　平成２８年度の可燃ごみ処理については、多摩川衛生組合（構成市：稲城市、狛
江市、府中市、国立市）、国分寺市、昭島市および西多摩衛生組合（構成市：青
梅市、福生市、羽村市、瑞穂町）からご支援をいただいており、滞りなく処理す
ることができています。施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様に重ね
て感謝申し上げます。
　可燃ごみの共同処理については、浅川清流環境組合（構成市：日野市、国分寺
市、小金井市）にて、新可燃ごみ処理施設の平成３２年度の本格稼働をめざして事
業を進めていますが、新施設が稼働するまでの間、その処理を多摩地域の各団体
にお願いしなければなりません。市民
の皆さんには、ご支援をいただいてい
る各施設周辺にお住まいの皆様および
関係者の皆様へのご負担を軽減するた
め、引き続き、循環型社会の形成に向
けて、発生抑制を最優先とした３Ｒの
推進へのご理解・ご協力をお願いしま
す。

平成２８年度の可燃ごみ処理の支援先
支援量支援先
　６,０００ｔ多摩川衛生組合
　３,６００ｔ国分寺市
　２,０００ｔ昭島市
　２,０００ｔ西多摩衛生組合
１３,６００ｔ合　計

小金井市の可燃ごみは
多摩地域の多くの焼却施設で
処理していただいています
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　買い物や食事など、生活をする中でごみは必ず発生し、ごみを処理するために、
石油などの資源を消費しています。また、資源化できないごみを最終処分場に埋
め立てられる量にも限りがあります。
　大量生産や大量消費、大量廃棄に支えられた社会経済・ライフスタイルを見直
し、限りある資源を大切に使い、環境への負荷の少ない持続可能な循環型社会を
形成することが重要です。そのためには、私たち一人ひとりがごみの減量・資源

化の推進に向けた取り組みを実践していくことが大切です。
　ごみを減らすキーワードは「３Ｒ（スリーアール）」です。
　ごみになるものを元から減らす「リデュース（Ｒｅｄｕｃｅ）＝発生抑制」、使え
るものは何度でも使う「リユース（Ｒｅｕｓｅ）＝再使用」、資源になるものを捨て
ずに再生利用する「リサイクル（Ｒｅｃｙｃｌｅ）＝再生利用」の頭文字の“３つの
Ｒ”をとって作られた言葉です。

Android版iOS版

ごみの分別
方法や収集
曜日などを

確認できるスマートフ
ォン向けごみ分別アプ
リ（無料）を配信して
います。
※　通信料は利用者の
負担となります。

ごみ分別アプリ配ごみ分別アプリ配信信ＲリデュースリデュースＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル

ダウンロードは
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小金井なかよし市民まつり
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リユース食器 貸し出ししてます
市では、お祭りやイベントなどで発生するごみ
（使い捨て容器や割りばし）を減量するため、
リユース食器（飲食用食器）の貸し出しを実施しています。

詳しくは小金井市役所ごみ対策課まで！
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ＲリデュースリデュースＲリユースリユース

　私は、高齢者二人世帯ですが、ごみ減量
の工夫をしていくと、１か月間で使用する
有料のごみ袋は、プラスチック袋１０ℓが２
枚、燃やすごみ袋１０ℓが１枚弱のみとなり
ます。わが家で実施しているごみ減量の主
な方法は次のとおりですが、一つでもいい
のでやれそうなことから試してみることを
お勧めします。
渇　生ごみは、庭に埋めて 堆 肥化します。

たい

渇　新聞、ざつがみ、雑誌、本、びん、アル
ミ缶、布等は子ども会の集団回収を利用

します。
渇　食用廃油はボランティアの方々が土曜
日に実施している学校での回収に持参し
ます。
渇　ペットボトル、トレー、牛乳パック、
卵のパック、時々購入するお弁当の容器
に至っては、購入したお店の店頭回収に
持参します。
渇　くつ、かばんおよびレシート等の難再
生古紙は市の拠点回収に持参します。

（中町在住・女性）

資源になるものを捨てずに再生利用することごみになるものを元から減らすこと 使えるものは何度でも使うこと

３ ecycle（リサイクル）再生利 ecycle（リサイクル）再生利用用Ｒ２ euse（リユース）再使 euse（リユース）再使用用Ｒ１ educe（リデュース educe（リデュース））発生抑制発生抑制Ｒ
渇　生ごみはギュッと絞って水切りを
※　生ごみは大量の水分を含んでいます。水切り袋やト
レイなどを使用し、ごみ出し前に水切
りへのご協力をお願いします。
▷　買い物はマイバッグを利用する
▷　買いすぎない
▷　過剰な包装は断る
▷　使い捨てのものは使わない
▷　必要のないものはもらわない

渇　リサイクルショップ、フリーマーケットを利用する
渇　必要としている周りの人に使ってもらう
渇　プリントやちら
しの裏はメモ用紙
に使う

渇　古いタオルをぞ
うきんに作り直す

渇　壊れたものは直
して使う

市で集めた資源物はこのようにリサイクルされます。

ちらし､段ボール､
トイレットペーパー
などに

古紙古紙

空き缶・
金属
空き缶・
金属

ペット
  ボトル
ペット
  ボトル

自動車部品や
建築材料などに

➡
➡
➡

卵パックやボール
ペン､衣類などに

 33ＲＲははごごみみをを減らすキーワー減らすキーワードド 33ＲＲははごごみみをを減らすキーワー減らすキーワードド

ごみ減量の達人にきごみ減量の達人にきくく
ご家庭でのごみ減量の例をご紹介しまご家庭でのごみ減量の例をご紹介しますす

身身近近ののちちょょっっととししたた工工夫夫でで無無理理ををせせずずににごごみみをを減減ららせせまますす

ＲリデュースリデュースＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル


